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例
１
本
稿
は
、『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』に
連
載
中
の
以
下
の
訳
稿
の
続
編
で
あ
る
。
柳
谷
あ
ゆ
み
訳
註
、
佐
藤
健
太
郎
註
『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
、
二
〇
〇
九
年
、
四
五
―
五
八
頁
（
以
下
、「
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
１
」
と
略
記
）
阿
久
津
正
幸
・
中
町
信
孝
訳
註
、
佐
藤
健
太
郎
註
『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
、二
〇
一
〇
年
、
三
五
―
五
六
頁
（
以
下
、「
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２
」
と
略
記
）
橋
爪
烈・
原
山
隆
広・
𠮷
村
武
典
訳
註、
佐
藤
健
太
郎
註『イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジャーナル』三、
二〇一一年、四七―七二頁（以下、
「イブン・ハルドゥー
ン自伝３」と略記）𠮷村武典・高野太輔・佐藤健太郎・五十嵐大介・湯川武訳註『イスラーム地域研究ジャーナル』四、
二〇一二年、六五―九八頁（以下、
「イブン・ハ
ルドゥーン自伝４」と略記）
２
翻訳の底本は、以下のイブン・ターウィートによる校訂版を用いた。
Ibn K
haldūn, al-Ta‘rīf bi-Ibn K
haldūn w
a riḥlat-hu gharban w
a sharqan, ed. 
M
uḥm
m
ad ibn T
āw
īt al-Ṭ
anjī, C
airo: M
aṭba‘at L
ajnat al-T
ālīf w
a al-Tarjam
a w
a 
al-N
ashr, 1951 （
以
下
、
al-Ta‘rīf と
略
記
）
※
な
お
前
号
ま
で
の
凡
例
で
底
本
の
書
名
に
sharqan w
a gharban
と
あ
る
の
は
誤
記
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
す
る
。
また、翻訳にあたっては以下のフランス語訳を適宜参照した。
Ibn K
haldûn, L
e L
ivre des exem
ples. T.1 A
utobiographie, M
uqaddim
a, tr. 
A
bdesselam
 C
heddadi, Paris: G
allim
ard, 2002 （以下、
A
utobiographie と略記）
３
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の『歴
史
序
説』
お
よ
び
彼
の
史
書『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』は、彼の自伝を読み解くうえで参考になるところが多い。主に使用したのは、以下の校訂版および日本語訳である。
Ibn K
haldūn, T
ārīkh Ibn K
haldūn al-m
usam
m
ā bi-K
itāb al-‘Ibar, 7vols., B
eirut, 
1971 （ブーラーク版のリプリント。以下、
al-‘Ibar と略記）
P
rolégom
ènes d’E
bn K
haldoun: texte arabe publié d’après les m
anuscrits de la 
B
ibliothèque im
périale, ed. M
. Q
uatrem
ère, Paris, 1858 （
以
下
、
P
rolégom
ènes と
略
記
）
イブン・ハルドゥーン著、森本公誠訳『歴史序説』全四巻、東京：岩波書店（岩波文庫）
、二〇〇一年（以下、
『歴史序説』と略記）
４
訳
文
と
原
文
の
対
照
が
し
や
す
い
よ
う、
訳
文
中
に
//p.002// な
ど
と
し
て
校
訂
版
の
ページの切れ目を示した。
５
年
代
は、
訳
文
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
表
記
を
西
暦
に
換
算
し
た
上
で、
ヒジュラ暦／西暦 形式で記した。一方、註で 必要な場合を除いて西暦のみ
記
し
た。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
を
西
暦
に
換
算
す
る
際、
年
代
を
決
定
し
が
た
い
場
合
に
は
「六八五／一二八六―七」とした。
６
訳文中の括弧のうち、
﹇
　
﹈は訳者による語句の補足、
（
　
）は簡単な語彙の
説明や言い換えである。また、
『
　
』は書名を示す。
︻
　
︼は訳註者が付け加
えた小見出しである。詩や長文にわたる引用は、一段下げて記した。
７
アラビア語のカナ表記は大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』東京：岩波書店、二〇〇二年の方式に拠った
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?????????????????????︻アブー・ハンムーのビジャーヤ攻略失敗︼　
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
（
1）と、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
2）と
の
間
に
は、
彼（ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラー）の娘との婚姻による親交があった。その娘は当時、彼（アブー・ハンムー）のもと、トレムセンにいた。彼女の父、アブー・アブドゥッラーの殺害と、そのいとこにしてコンスタンティーヌの支配者であるスルターン・アブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
（
3）に
よ
る
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
奪
取
の
知
ら
せ
が
届
く
と、
ア
ブ
ー・
ハンムーは怒りをあらわ た。ビジャーヤの住民は彼らのスルターン・アブー・アブドゥッ を恐れていたが、それは彼の圧政が激しく、またその統治が過酷なものであったからである そのため彼らは密かにスルタ ンから
離
れ、
既
述
の
ご
と
く
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
い
る
彼
の
い
と
こ
と
書
を
交
わ
し
た。　
彼
ら
は、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
に
も
書
状
を
送
り、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バースとアブー・ハンムーのうちどちらかによって彼らの支配者から解放されることを望んだ。スルターン・アブー・アッバースが﹇ビジャーヤを﹈掌握し、彼のい こを殺害した時、自分たちの傷は癒え そ 望みは果たされたと考えたので、彼らは彼のもとにはせ参じた。スルタ ン・アブー・ハムーはその出来事に対して怒りをあらわにし が 内心では密かに喜んでおり、アブー・アッ によるビジャーヤ奪取をビジャーヤ征服の口実にした。アブ ・ハンムーは、多くの者たちを従えており、また彼の一族の者ちが過去にビジャーヤを包囲した とがある ゆえ 、彼自身がビジャ ヤ﹇の支配者として﹈ふさわしいと考えていたのである。　
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
は
土
煙
り
を
上
げ
て
怒
涛
の
ご
と
く
ト
レ
ム
セ
ン
か
ら
進
撃
し、
ラ
ッ
シ
ャ
（
4）の
平
原
に
陣
を
構
え
た。
彼
は
そ
の
時、
//p.101// ズ
グ
バ
諸
部
族
（
5）と
彼
ら
の
家
族
や
妻
子
た
ち
を
従
え
て
い
た。
彼
ら
は、
ト
レ
ム
セ
ン
か
ら
フ
サ
イ
ン
（
6）の
地方の間に至る地域に住む、ア ミル族、ヤアクーブ族、スワイド族、ダイラ
ム
族、
ア
ッ
タ
ー
フ
族、
フ
サ
イ
ン
族
（
7）の
者
達
で
あ
っ
た。
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
スは一隊を率いて街に立てこもったが、ス ターン・アブー・ハンムーが素早く進撃したために全軍を集結させることができなかった。しかし 街 住民は良く防いだ。スルターン・アブー・アッバ スは、アブ ・ハンム の
お
じ
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
の
息
子
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
（
8）を
コンスタンティーヌから連れてくるよう使者を送った。アブー・ザイヤーンは
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る。
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
は、
彼
の
家
来
に
し
て
軍
司
令
官
で
あ
る
バ
シ
ー
ル
（
9）に
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
と
と
も
に
軍を率いて出立するよう命じた。彼らは出撃し、アブー・ハンムーの軍と対面してアブドゥルジャッバール族の土地
（
10）に陣を張った。
　
ズグバ族の主
だった者たちは、スル ーン（アブー・ハンムー）に失望し
ていた。もし ー・ハ ムーがビジャーヤを支配下に置いたら、彼らをその
街
に
幽
閉
す
る
と
い
う
警
告
を
し
た
者
が
い
た
の
で
あ
る。
そ
の
た
め
彼
ら
は、
ア
ブー・ザイヤーンに内通し、彼のもとに馬を駆り、 の陣営 加わった。ある日、街の歩兵部隊が城塞の上の方から出撃し、彼らに対して集結 ていた一
隊
を
撃
退
し、
そ
の
陣
を
攻
め
落
と
し、
山
道
か
ら
ラ
ッ
シ
ャ
の
平
原
ま
で﹇敵
を﹈
一
掃
し
た。
遊
牧
ア
ラ
ブ
た
ち
は、
軍
営
地
の
う
ち
最
も
遠
い
場
所
（
11）で
彼
ら
を
見
て
いたが、恐れをなして逃げ出した。人々 、スルタ の陣のみを残 、恐怖に駆られて次々と逃亡した。そこで彼もラクダを用意して出立した。道という道は人々であふれかえり、押し合いへし合 し、その結果多く 者たちが死んだ。夜になると、山岳地に住むベルベル があらゆる方面から彼らに対して略奪をした。彼らは食糧や鞍を放棄し、スルターンそ 他逃げ延び
る
ことのできた者は、喉の渇きに苦しみながら逃げ延びた。朝になって彼ら身は安全となり、いろ ろ 道をつたって
//p.102// トレムセンへ退却した。
︻アブー・ハンムーからの招請とビスクラへの寄寓︼　
スルターン・アブー・ハンムーは、私がビジャーヤを出立したこと、その
後にスルターン（アブー・アッバース）が私の弟や家族、私が残 てきのに対して起こしたことを知って た スルターンはそのために、この戦闘の前に私 手紙を書き、自分のもとへ来るよう要請したが、事態は不明瞭であった で、私は何かと理由をつけてスルタ ンの招きをお断りした。そて
私
は
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
（
12）の
一
族
の
も
と
に
身
を
寄
せ、
そ
れ
か
ら
ビスクラに移った。 、ビスクラではそこのアミ ルであるアフマド・イブ
ン・
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー
（
13）の
も
と
に
身
を
寄
せ
た。
ス
ル
タ
ー
ン・
アブー・ハンムーは、敗戦に落胆しつつトレムセンに到着すると、リヤ
ーフ
諸
部
族
（
14）と
親
交
を
深
め
よ
う
と
し
た。
そ
れ
は、
ス
ル
タ
ー
ン
が
自
軍
に
彼
ら
を
引
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
地
を
手
に
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た。
彼
は、
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私に手紙を書いてよこした。というのは、私が彼らを従わせ、手なずける術をよく心得ているからであった。スルターンはそのことにおいて私を頼りにしようと考え、私にハージブ職と代署職の地位を与えると持ちかけた。彼はその手紙に、自ら手 とっ 書いた書を添えた。その文面は以下のとおりであった。
　
恵
み
を
与
え
給
う
た
神
に
讃
え
あ
れ。
賜
物
を
授
け
給
う
た
神
に
感
謝
あ
れ。
高
貴
な
る
法
学
者、
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
―
汝
に
神
の
御
加
護
あ
ら
ん
―
は
以
下
の
こ
と
を
知
る
べ
し。
汝、
余
の
宮
廷
に
来
ら
れ
た
し。
余
が
汝
に
揺
る
ぎ
な
き
位
階
と
い
と
高
き
地
位
を
授
け
た
が
ゆ
え
に。
そ
れ
は、
余
の
カ
リ
フ
位
の
ペ
ン
の
役
割
を
果
た
す
も
の
に
し
て、
余
の
近
臣
た
ち
を
束
ね
る
も
の
な
り。
余
は
汝
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る。
神
の
僕
に
し
て
神
に
そ
の
身
を
委
ね
る
者
で
あ
る
ム
ー
サ
ー・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ
が
直
筆
に
て
記
す。
神
よ、
我にご厚意を示し給え。また我に良きものを与え給え。
　
そ
の
後
に、
書
記
の
手
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
文
が
綴
ら
れ
て
い
た。
「七
六
九
年
の
無
二
な
る
ラ
ジ
ャ
ブ
月
（
15）一
七
日
／
一
三
六
八
年
三
月
九
日
付。
神
よ。
我
々
に
良
きことを知らしめ給え」
。
　
以上の書が添えられた手紙の文面は、書記の手によって以下のように綴ら
れていた。
　
汝
に
神
の
名
誉
が
あ
ら
ん
こ
と
を。
法
学
者、
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
よ。
汝
に
常
に
神
の
御
加
護
が
あ
ら
ん
こ
と
を。
ま
こ
と
に
余
に
と
っ
て
確
か
で
あ
り、
ま
た
正
し
い
こ
と
は、
汝
が
余
へ
の
愛
情
と
献
身
の
念
を
抱
い
て
お
り、
汝
が
余
に
与
し
て
い
る
こ
と
は
昔
も
今
も﹇変
わ
っ
て
い
な
い﹈
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
そ
れ
に
加
え
て
余
は、
汝
が
諸
々
の
美
質
を
備
え、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
知
識
を
持
ち、
諸
々
の
学
問
と
ア
ラ
ブの文
ア
ダ
ブ
芸に深く精通していることを知っている。
//p.103//
　
余
の
宮
廷
―
神
が
そ
れ
を
高
め
ら
れ
ん
こ
と
を
―
の
ハ
ー
ジ
ブ
職
は、
汝
の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
最
大
の
地
位
で
あ
り、
ま
た
最
高
の
官
職
で
あ
る。
余
は
汝
を、
余
の
近
く
に
お
り、
余
に
と
っ
て
特
別
で
あ
り、
余
の
隠
さ
れ
た
る
秘
密
を
知
る
が
ゆ
え
に
そ
の
地
位
に
選
ん
だ。
余
は
ま
た、
汝
に
こ
の
地
位
を
選
択
と
選
抜
に
よ
っ
て
授
け
た。
余
の
ハ
ー
ジ
ブ
と
し
て、
余
の
秘
密
を
委
ね
る
者
と
し
て、
ま
た
余
の
高
貴
な
る
代
署
職
の
長
と
し
て、
余
の
宮
廷
に
参
上
せ
よ。
神
が
そ
れ
を
高
め
ら
れ
ん
こ
と
を。
さ
す
0 500 1,000 1,500km
アーミル族
マ　ア　キ　ル　族
ダーウ ドー族
フサイン族
ザイヤーン朝
マリーン朝
ハフス朝
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コンスタンティーヌ
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ア　
　ト
　　
ラ　
　ス
　　
山　
　脈
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フェズ
グラナダ
チュニス
フナイン
バーディス
アルメリア
カイラワ ンー
マフディーヤ
セウタタンジール
スィジルマーサ
マラケシュ
アルヘシラス
セビーリャ
リーフ山地
地　　　中　　　海
大　　西　　洋
ア　　
ト　　
ラ　　
ス　　
山　　
脈
ターザー
ジブラルタル
マラガロンダ
サ　　ハ　　ラ　　砂　　漠
アルジェ
マディーヤ
バトハー
ガフサ
ガーベス
ブーナ
カスティーリャ王国
イフリーキヤ
中 央 マ グ リ ブ
奥 マ グ リ ブ
アンダルス
サレ
ザーブ地方
ムサーブ地方
ミルヤーナ
スワイド族
ハエン
マスィーラ
ティータリー山
ダウサン
ガルダーヤ
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ム
ル
ウィ
ー
ヤ
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れ
ば
汝
は、
賞
賛
と
名
声、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
類
す
る
あ
ま
ね
き
恩
恵
や
巨
万
の
富、
厚
遇
と
名
誉
を
手
に
す
る
で
あ
ろ
う。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て、
汝
の
よ
う
な
者
は
な
く、
一
人
と
し
て
汝
に
対
抗
し
得
る
者
は
い
な
い。
も
し
も
汝
の
よ
う
な
者
が
見
つ
か
っ
た
な
ら
ば、
そ
の
者
に
 ﹇こ
の
こ
と
を﹈
 知
ら
せ、
彼
を
頼
り
と
す
る
が
良
い
 ﹇決
し
て
そ
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
が﹈
。
至
高
な
る
神
は、
汝
の
こ
と
を
気
に
か
け、
汝
に
途
絶
え
る
こ
と
な
き
幸
福
を
お
与
え
に
な
り、
汝
を
常
に
祝
福
し
て
下
さ
る
の
で
あ
る。汝に平安あれ。また神の慈悲と恩恵あれ。
　
スルターンのこれらの手紙は、彼のワズィールたちの一人である使者の手
に
よ
っ
て
私
の
も
と
に
届
い
た。
使
者
は、
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
（
16）の
シ
ャ
イ
フ
達
の
も
と
に﹇リ
ヤ
ー
フ
族
と
親
交
を
結
ぶ
と
い
う﹈
目
的
の
た
め
に
来
た
（
17）。
私
は、
ス
ル
タ
ー
ン
の
た
め
に
そ
の
仕
事
に
最
善
を
尽
く
し、
ス
ル
タ
ー
ン
に
最
大
限
の
協
力
を
し
た。私は、スルターンの呼びかけに応じさせ、速やかにスルターンに仕えるよ
う
彼
ら
に
促
し
た。
彼
ら
の
主
だ
っ
た
者
た
ち
は、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バースに仕えるのを止め、スルターン・アブー・ハンムーに仕え、彼の目的のために働くよう なった。かくしてスルターンの目的は達成された。その時、
私
の
弟
で
あ
る
ヤ
フ
ヤ
ー
（
18）は、
ブ
ー
ナ
（
19）で
の
幽
閉
が
解
け、
私
の
い
る
ビ
ス
クラに到着してい そこで私は、彼を﹇私に提供された﹈その職（ハージブ職）における私の代理としてスルターン・アブー・ハンムーのもとに送ったが、それは私がその職務の恐ろしさから逃れんがためであっ 。というのは、私はその時 は諸々 官職の誘惑を拒むようになっており、ま 私が久しく学問から遠ざかっていたからである。私は、王たち ごたごた 敢えて飛び込むのを避け、勉学と教授に専念した。このような事情 あって弟はスルターンのもとに到着した。スルタ ンは、 の職 ついてヤフヤ に満足し、彼にその職を与えた。︻イブン・ハティーブからの手紙︼　
ス
ル
タ
ー
ン
の
こ
れ
ら
の
手
紙
と
と
も
に
ワ
ズ
ィ
ー
ル、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン
//p.104// ・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
（
20）の
手
紙
が
グ
ラ
ナ
ダ
か
ら
届
き、
私
に
会
い
た
い
と
熱
心
に
伝
え
て
き
た。
手
紙
は、
ス
ル
タ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル
（
21）の
使
者たちの手によってトレムセンに届いた。使者は、そこから手紙を私に送った。その文面は以下のとおりであった
（
22）。
我が心にかけて―我が心、それは私にとって　
値をめぐる駆け引きの中で手離すような、取るに足りぬものではない。
愛する人は私から遠く離れ、私の嘆きが耳に入らなくなってしまった。　
その人はわざと別れの矢に羽をつけ、私を射倒した。
老いの憂いだけでも十分であったのに、それだけではすまず　
彼が去った時、私の憂いは二倍になった。
私は彼のため私の目から流れる涙で水場への道を示したというのに、　
彼は飲み水を別れによってかき乱したので、私の喉は渇いてしまった。
私は良き約束という牧草を彼の欲する
ままに食ませたが、
　
私の希望は荒地となり、私の時は虚し ものとなってしまった。
私は彼に満足していた で、彼も私に満足していると誓ったが、　
彼は私の誓いを台無しにしてしまった。
彼のせいでこの身を焦がしているけれども、　
私は彼と会うことによって喉の渇きを癒すことを切に望んでいる。
私は私の狂気に頼んだ。彼の玉座を持ってきてくれと。　
私は切望のジンとソロモンのジン
（
23）を量りにかけようとしてし った。
私の一族の誰かが彼と同じ名前を呼ぶと、　
私は愛に狂った者の常 して、良く確かめず跳び上が てしまった。
神かけて、私は彼を非難する者の声に耳を傾けなかった。　
私はその者を避けたので、ついに彼は非難を止め、私から遠ざか
私の心は、
﹇他の﹈信徒へは一日たりとも感じたことはなかった。
　
彼のような者、即ち慈
ア
ブ
ド
・
ラ
フ
マ
ー
ン
悲深き者の僕
（
24）を覆う慈悲というものを。
また私の心は、彼と会うまで 感じたことはな
かった。
　
魂と肉体の間に割って入るように私 心から生じる切望と うものを。
//p.105//
　
切
望
に
関
し
て
は
海
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
語
っ
て
下
さ
い。
誰
も
異
論
は
な
い
で
し
ょ
う。
他
方、
忍
耐
に
関
し
て
は、
砂
道
や
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
通
り
過
ぎ
た
後
で
ど
こ
へ
行
き
つ
く
の
か
と
お
尋
ね
下
さ
い。
し
か
し、
苦
し
み
は
喜
び
を
熱
烈
に
愛
し、
信
徒
は、
神
の
慈
悲
か
ら
芳
醇
な
香
り
を
味
わ
う
の
で
す。
ま
こ
と
に
私
は、
雀
蜂
の
針
に
耐
え
て
い
る
ば
か
り
か、
肉
体
に
打
た
れ
て
い
る
状
態
で
す。
長
い
月
日
の
間、
私
は
抑
圧
の
下
に
あ
り
ま
す。
ど
う
し
た
ら
そ
の
目
が、
禁
欲
家
が
見
た
も
の
や
目
撃
し
た
も
の
を
す
っ
ぱ
り
と
忘
れ
去
る
よ
う
に、
そ
の
目
の
瞳
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か。
肉
体
の
中
に
は、
そ
の
一
部
が
健
全
な
状
態
に
な
っ
た
時
は
良
い
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状
態
と
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
す。
も
し、
そ
の
部
分
が
肉
体
か
ら
遠
く
に
旅
立
ち、
去
っ
て
離
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か。
も
し
も、
別
れ
が
死
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
な
ら
ば、
一
体
何
を
頼
り
と
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か。
別
れ
を
馴
ら
そ
う
と
す
る
こ
と
は、
魔
術
師
の
技
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す。
切
望
の
悲
し
み
は、
今
にも私の息の根を止めようとしています。私が見送った後、貴方は私のもとを去った。　
私の忍耐は限界に達している。
私は、時には後悔に歯噛みし、　
時には涙にお願いをしている。
　
私
は
誰
も
い
な
い
思
い
出
の
場
所
に
何
度
足
を
運
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
か。
私
は
古
い
線
の
先
を
辿
り
な
が
ら
悲
し
み
の
線
を
何
度
新
た
に
描
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
か。
私
は、
溝ヌアー
の
ヌ
ー
ン
の
文
字
（
25）に
そ
の
住
民
の
こ
と、
捨
て
ら
れ
た
炉マウキド
の
ミ
ー
ム
の
文
字
に
そ
こ
で
暖
を
と
っ
て
い
た
人
々
の
こ
と、
三
脚
の
五アサーフィー
徳
の
サ
ー
の
文
字
に
一
神
教
の
徒
の
住
処
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
ま
す。
私
は
そ
の
廃
墟
の
中
で
信
仰
の
道
を
踏
み
外
し
た
者
達
の
よ
う
に
行
き
惑
っ
て
い
ま
す。
//p.106// そ
れ
ゆ
え
私
は、
道
に
迷
い、
正
し
い
導
き
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す。
永
遠
な
る
神
に
か
け
て、
私
が
思
い
を
寄
せ
る
人
は
眠
れ
な
い
私
の
瞼
を
気
に
と
め
な
い
人、
集
ま
っ
て
は
散
っ
て
ゆ
く
私
の
憂
い
を
気
に
か
け
な
い
人
な
の
で
す。
そ
の
人
は、
退
屈
し
て
去
っ
て
い
き
ま
し
た
が、
我
々
に
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
彼
は、
澄
ん
で
い
た
絆
を
か
き
乱し、約束が果たされた後で槍先を﹇血で﹈赤く染めました。﹇我が﹈心よ。切望を抑えよ。　
お前は決して報いてくれない人に愛情を捧げているようだ
（
26）。
　
ご
覧
な
さ
い。
私
は、
彼
ゆ
え
に
流
し
た
血
で
も
っ
て
彼
の
た
め
に
泣
き、
彼
を
思
っ
て
私
が
悲
し
ん
で
い
る
別
れ
の
場
所
で
嘆
き、
彼
が
砕
い
た
私
の
心
の
こ
と
で
彼
に
不
満
を
訴
え
て
い
ま
す。
そ
し
て
彼
は、
私
の
心
を
欺
い
た
時、
私
の
心
に
激
し
い
熱
情
を
置
い
て
ゆ
き、
私
の
心
を
焼
き
焦
が
し、
別
れ
を
告
げ
た
の
で
す。
私
は、
彼
が
切
り
落
と
し
た
鼻
で
彼
の
芳
香
を
嗅
い
で
い
ま
す。
私
は、
彼
が
作
り
上
げ
た
闇
に
対する救いを彼に求めています。
我が二人の友よ。今までの人生の中で、二人は見たか　
私より前に、自分を殺した者への愛ゆえに嘆く者の姿を
（
27）。
　
も
し
も
希
望
を
表
す「き
っ
と」
（
28）と
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
が、
そ
れ
ば
か
り
か
彼
が
逗
留
し
た
場
所
の
執
り
成
し
す
ら
も
な
か
っ
た
と
し
た
ら、
私
は、
非
難
の
旗
を
広
げ、
そ
の
旗
の
部
隊
を
手
紙
の
細
道
に
伏
兵
と
し
て
送
る
で
し
ょ
う。
そ
の
部
隊
は、
ア
リ
フ
の
文
字
か
ら
な
る
槍
を
敵
に
向
け
て
振
り
回
し、
ビ
ュ
ン
と
鳴
る
ヌ
ー
ン
の
文
字
か
ら
な
る
弓
の
ご
と
き
も
の
を
引
き
（
29）、
//p.107// 手
綱
を
つ
け
て
走
る
紙
と
イ
ン
ク
か
ら
な
る
白
黒
の
ま
だ
ら
馬
の
一
隊
を
率
い
て
い
る
の
で
す。
し
か
し
彼
は、
安
全
で
守
ら
れ
た
場
所
へ
退
却
し
ま
し
た。
彼
は、
ど
こ
か
ら
も
攻
撃
さ
れ
な
い
隣
人
（
30）と
し
て
の
保
護
下
に、
ム
ズ
ニ
ー
族
の
住
む
聖ハ
ラ
ム
域、
ヤ
ザ
ン
（
31）の
保
護
下
に、
ま
た
気
高
い
気
遣
い
や﹇人
の﹈
下
に
立
つ
こ
と
や
不
名
誉
を
受
け
入
れ
な
い
生
来
の
気
質
の
保
護
下
に
入
り
ま
し
た。
そ
こ
は
援
助
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り、
占
い
の
鳥
が
幸
運
の
兆
し
を
告
げ
て
飛
び
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
り
（
32）、
そ
の
住
処
は、
水
場
の
ま
わ
り
で
お
客
を
気
前
よ
くもてなす時はいつでも、誰もが愛し好む場所なのです。系譜はあたかもその上に午前の太陽から光が照らすごとく、　
その上に夜明けによって柱が現れるごとし。
　
そ
の
安
全
な
場
所
に
荷
を
下
ろ
し
た
者
は、
そ
の
傍
ら
で
安
心
し、
彼
の
罪
は
許
し
を
も
っ
て
守
ら
れ
ま
し
た。
以
下
の
言
葉
は
な
ん
と
う
ま
く
言
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
しょうか。神の真実にかけて、もし、ヒムスが彼の住処でなかったならば、　
私は、神をけちであると言わざるを得なかっただろう。
//p.108//
その町は私が思い起こすときにはいつも私の恋情をかき乱す。　
あたかも貴方が火起こし棒で火をおこすと火花が飛ぶごとく。
　
お
お、
神
よ。
お
許
し
下
さ
い。
割
礼
も
し
て
い
な
い
欲
深
き
者
の
住
処
や
幻
想
を
抱
く
人
に
と
っ
て
期
待
は
ず
れ
の
場
所
と、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
木
の
根
元
（
33）と
は
ど
れ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か。
ま
た、
正
し
い
道
を
踏
み
外
し
罪
を
犯
し
た
者
の
住
処
と、
そ
の
第
二
の
ハ
ジ
ャ
ル
（
34）と
は、
ど
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
で
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しょうか。大地に発する雨の恵みを否定する者は　
大地に水を注ぐお方（神）にとっても困りもの。
ムズニー族の指先は雨雲にして　
その雲を自在に操るお方（神）の慈雨を降らせる。
ある日、雨雲はビスクラにやって来た。　
以来、ビスクラは自分の名前と違う読みで「感謝します」と言った
（
35）。
ビスクラは感謝した。　
自分の名前の表現、意味、文字でもって。
ビスクラはアブー・アッバースを嘲笑した。　
街の飾り立てをしている数日の間。
そして、ビスクラという名は世間ではほとんど知られなくなり　
ついには別の読み方からなる名前で知られるようになった。
　
で
す
が、
敢
え
て
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う。
お
お、
我
が
子
の
立
場
に
あ
る
者
よ。
「誓
お
う、
こ
の
邑
に
か
け
て、
そ
う
だ、
汝
は
こ
の
邑
で
何
ん
の
禁
忌
を
も
た
ぬ
身
だ」
（
36）。
貴
方
と
の
別
離
は、
忍
耐
を
繋
ぎ
と
め
て
お
い
た
綱
を
解
い
て
し
ま
い
ま
し
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
よ。
貴
方
と
別
れ
た
後、
﹇貴
方
に
逢
い
た
い
と
い
う﹈
願望は心
の底に留まっています。
//p.109//
　
か
つ
て
は
そ
の
病
が
貴
方
の
傍
で
癒
さ
れ
て
い
た
時
に
神
が
長
寿
を
お
与
え
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
に。
そ
の
真
珠
が
貴
方
の
輝
け
る
貝
殻
の
中
に
そ
の
姿
を
現
し
て
い
た
時
を
神
が
永
ら
え
さ
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
そ
の
望
み
が
貴
方
の
友
情
の
牧
場
に
お
い
て
果
た
さ
れ
て
い
た
時
を
神
が
永
き
も
の
に
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
嗚
呼、
あ
の
懐
か
し
い
庭
園
よ。
そ
こ
で
は
バ
ー
ン
の
木
々
が
貴
方
の
顔
を
蔭
で
優
し
く
覆
っ
て
い
ま
す。
庭
園
の
ハ
ト
た
ち
は、
貴
方
が
去
っ
た
後
で
嘆
き
悲
し
み、
虫
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
悲
し
ん
で
い
ま
す。
庭
園
の
そ
よ
風
は
や
さ
し
く
吹
き、
や
が
て
止
み、
庭
園
の
夜
は
更
け
て
ゆ
き
ま
す。
庭
園
の
大
木
は
互
い
に
も
つ
れ
合
い、
庭
園
の
ハ
ト
は
大
木
の
枝
に
群
れ
を
な
し
て
集
ま
っ
て
い
ま
す。
貴
方
が
か
つ
て
庭
園
の
東
屋
の
光
輪
の
あ
る
月
で
あ
っ
た
の
は
ま
る
で
嘘
の
よ
う
で
す。
ま
た、
貴
方
の
御
厚
情
が
最
善
か
つ
最
高
の
優
美
さ
に
至
る
庭
園
の
扉
へ
の
道
で
あ
っ
た
の
は、
ま
る
で
な
か
っ
た
か
の
ご
と
く
で
す。
貴
方
の
瞳
が
庭
園
の
若
々
し
い
水
の
中
を
泳
い
で
い
た
の
は
ま
る
で
夢
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
で
す。
私
が
貴
方
の
こ
と
で
悲
し
ん
で
い
る
の
は、
真
珠
が
盗
ま
れ
て
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
り、
ま
た
長
い
年
月
の
間、
そ
の
真
珠
が
返
っ
て
く
る
の
が
遅
れ、
な
か
な
か
戻
っ
て
こ
な
い
た
め
な
の
で
す。
カ
ラ
ス
も
愛
の
住
処
の
中
で、
真
珠
と
離
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
鳴
き
声
を
上
げ
ま
し
た。
カ
ラ
ス
は
鳥
占
い
の
こ
と
ば
か
り
口
走
り、
愛
に
関
す
る
こ
と
は
口
に
し
ま
せ
ん
で
し
た。
貴
方
の
川
が
溢
れ、
貯
水
池
は
一
杯
に
な
っ
た
後
で
何
を
も
っ
て
貴
方
の
代
わ
り
と
す
れ
は
良い でしょうか。嗚呼、庭園よ。
//p.110//
　
貴
方
の
代
わ
り
と
な
る
べ
き
も
の
は、
憎
む
べ
き
戦
船
で
も
な
く、
タ
ー
ル
を
塗
ら
れ
た
（
37）、
か
さ
病
み
の
ラ
ク
ダ
で
も
あ
り
ま
せ
ん。
そ
れ
は
闇
に
ま
ぎ
れ
て
朝
を
襲
い、
そ
れ
を
運
び
去
る
よ
う
に、
ラ
ク
ダ
の
群
れ
と
一
緒
に
非
難
の
声
を
上
げ
ま
し
た。
闇
は、
月
が
真
円
を
描
く
時、
バ
ド
ル・
ナ
ー
デ
ィ
ー
（
38）を
蔽
い
ま
し
た。
戦
船
は
帆
を
広
げ、
人
を
驚
か
し、
早
く
進
み
続
け
ま
し
た。
そ
れ
は
あ
た
か
も
ナ
イ
ル
の
ワ
ニ
が
川
岸
か
ら
愛
す
る
者
た
ち
を
僅
か
の
間
苦
し
め、
そ
の
目
の
泉
と
楽
し
み
の
目
を
捕
え
る
ご
と
く
で
あ
り
ま
す。
ワ
ニ
は
そ
の
目
が
見
つ
め
て
い
た
時、
愛
す
る
者
を
奪
い
去
り、
水
が
多
い
た
め
に
追
い
か
け
る
こ
と
も
で
き
ず、
嘆
き
悲
し
み、
愛
し
い
人
が
奪
わ
れ
た
そ
の
場
所
を
見
つ
め
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん。
失
望
に
満
ち
た
革
袋
を
持
ち
か
え
り、
雌
ラ
ク
ダ
に
悲
し
み
を
負
わ
せ
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん。
ま
こ
と
に
我
々
は、
神
に
嘆
き
と
悲
し
み
を
訴
え、
我
々
の
涙
か
ら
雨
雲
を
求
め
ま
す。
我
々
は
槍
先
と矢じりが絶望へと向けられた時 希望の剣をもって攻撃します神は、何と全能なお方であ ことか。その遠さにも関わらず、　
ハズンを住処とする者とスールを住処とする者を、近づけるとは
（
39）。
//p.111//
　
貴
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
快
適
だ
っ
た
時
間
は
乱
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が、
貴
方
と
の
別
離
で
受
け
た
心
の
傷
の
痛
み
す
ら
も
望
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
今、
お
そ
ら
く
間
近
に
く
る
出
会
い
の
と
き
の
話ハディース
は
真サ
ヒーフ正
で
は
あ
り
ま
す
が
珍ガ
リ
ー
ブ
し
い
（
40）
口
調
で
語
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う。
貴
兄
よ、
も
っ
と
お
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い。
茂
み
の
中
で
花
開
い
て
い
る
よ
う
な
美
質
を
も
つ
貴
方、
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
慈
雨
の
ご
と
き
美
徳
を
も
つ
貴
方
は
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か。
貴
方
か
ら
遠
く
離
れ
て
私
の
心
は
乱
れ、
貴
方
と
の
別
離
の
嵐
の
た
め
に
私
の
心
の
蝋
燭
の
芯
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た。
そ
ん
な
私
の
こ
と
が
貴
方
の
心
を
よ
ぎ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か。
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
涙、
忍
耐
の
糸
を
何
度
も
切
ろ
う
と
す
る
熱
情、
そ
し
て
サ
ヌ
ア
（
41）で
も
タ
ス
ト
ゥ
ル
（
42）で
も
作
り
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
黄
色
に
染
ま
っ
て
い
る
憔
悴
し
た
顔
色
の
こ
と
を
嘆
き
悲
し
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か。
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私
の
状
態
は
重
大
な
の
で
す
が、
神
は
よ
く
隠
し
給
う
の
で
す。
ど
ん
な
も
の
が
貴
方
に
打
撃
を
与
え
よ
う
と、
貴
方
が
私
の
心
に
火
を
つ
け、
あ
れ
こ
れ
な
さ
っ
た
あ
と
で
も、
貴
方
は
涼
し
い
顔
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す。
貴
方
が
息
た
え
だ
え
の
生
者
に
優
し
く
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
一
口
の
水
に
よ
っ
て
喉
が
渇
い
て
い
る
者
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す。
//p.112// ま
た、
貴
方
の
息
の
香
り
が
た
だ
よ
う
挨
拶
の
中
で、
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
を
約
束
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
す
な
わ
ち
貴
方
の
お
書
き
に
な
る
手
紙
の
イ
ン
ク
の
黒
さ
と
紙
の
白
さ
の
よ
う
に
黒
白
は
っ
き
り
し
た
美
し
い
目
で、
た
と
え
遠
く
か
ら
で
あ
っ
て
も、
貴
方
が
私
た
ち
を
見
つ
め
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
そ
う
し
て
下
さ
れ
ば、
恋
い
こ
が
れ
る
魂
は
実
在
し
な
い
幻
影
に
満
足
し、
取
る
に
足
り
な
い
も
の
に
熱
中
し
て、
伝
説
の
鳥
グ
リ
フ
ォ
ン
を
つ
か
む
こ
と
が
出来ないときもムクドリで満足することでしょう。旅する者よ、風はその者のために。　
吹くときこそは、風の香りが望まれる。
魂は息を吹き
返す、もし貴方が挨拶を送って下さるならば。
　
もし貴方が決心されたら
　　 　
「誰か他人の生命を一つでも救った者は」
（
43）をお詠み下さい。
　
貴
方
――
神
は
よ
り
善
い
も
の
へ
と
貴
方
を
導
き
給
う
――
が、
貴
方
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
魂
に、
も
し
昔
の
よ
し
み
で
挨
拶
を
も
っ
て
命
を
吹
き
込
ん
で
下
さ
る
の
な
ら
ば、
貴
方
を
愛
す
る
者
の
一
人
で
あ
る
私
は「も
う
一
回
訪
れ
て
下
さ
い。
雄
鶏
の
卵
の
よ
う
に
一
度
限
り
の
こ
と
と
し
な
い
で
下
さ
い」
と
い
う
詩
の
一
節
（
44）を
申
し
上
げ
ま
す。
不
躾
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん。
し
か
し
私
は
貴
方
の
手
紙
に
対
抗
し
て、
み
す
ぼ
ら
し
い
文
章
で
書
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た。
貴
方
の
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
な
っ
た
お
屋
敷
で、
た
だ
た
だ
声
を
あ
げ
て
泣
く
ば
か
り
で
す。
一
回
死
ん
だ
も
同
然
の
元
気
が
よ
み
が
え
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
書
い
た
わ
け
で
は
な
く、
ス
ー
サ
（
45）の
経
営
を
駆
り
立
て
る
よ
う
な
文ア
ダ
ブ
芸
に
よ
る
喜
び
ゆ
え
か
ら
で
も
な
く、
神
が
断
続
的
に
私
に
喜
び
の
啓
示
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
喜
び
ゆ
え
に
書
い
た
の
で
も
あ
りません。
//p.113// むしろ、それは、肺の病気に対して行なう痰出し療法や、
あ
ば
た
の
あ
る
か
さ
や
み
へ
の
タ
ー
ル
塗
り
の
よ
う
な
対
処
療
法
な
の
で
す。
も
し
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
口
先
が
忙
し
い
と
す
れ
ば、
明
白
な
演
繹
が
あ
る
か、
あ
る
い
は
別
離
の
あ
と
で
ム
ハ
ー
ラ
ク
が
歌
っ
た
歌
の
調
べ
が
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
な
の
で
す。
私
に
手
紙
を
書
く
段
取
り
を
さ
せ、
実
行
さ
せ、
進
ん
で
書
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
さ
せ
た
事
情
は、
弟
君
の
ヤ
フ
ヤ
ー
――
神
よ、
彼
の
人
生
を
延
長
し、
彼
自
身
を
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
か
ら
お
守
り
下
さ
い
――
が
必
要
と
し
た
も
の
す
な
わ
ち
弟
君
の
手
紙
な
の
で
す。
そ
の
手
紙
と
は、
弟
君
が
ご
自
分
の
才
能
と
い
う
優
れ
た
水
の
最
後
の
一
滴
に
も
満
足
し、
そ
の
才
能
の
末
裔
を
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
族
出
身
の
婿
殿
候
補
（
46）に
し
て
も
い
い
ほ
ど
に
育
て
あ
げ
た
上
で、
天
賦
の
才
能
ゆ
え
に
そ
の
才
能
の
水
を
飲
み
干
す
よ
う
に
し
て
書
い
た
手
紙
で
し
た。
も
て
る
才
能
を
す
べ
て
発
揮
し
た
こ
の
手
紙
を
前
に
し
て、
私
は
嫌
に
思
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が、
弟
君
の
手
紙
に
応
え
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す。
驚
く
べ
き
魔
法
の
如
き
弟
君
の
手
紙
に、
他
愛
無
い
話
の
よ
う
な
こ
の
手
紙
に
よ
っ
て
対
す
る
に
あ
た
り、
私
は
競
馬
に
出
る
に
は
立
派
と
は
言
え
な
い
駄
馬
を
そ
れ
に
応
え
る
も
の
と
し
て
書
き
ま
し
た。
手
紙
の
書
き
手
つ
ま
り
騎
手
で
あ
る
私
の
胸
の
鼓
動
を
そ
の
手
紙
い
や
馬
に
聞
か
せ
た
の
で
す。
そ
の
結
果、
窮
屈
な
服
を
脱
ぎ
捨
て
た
気
ま
ま
な
ペ
ン
が
泳
ぎ
を
覚
え、
//p.114// う
る
さ
い
駄
馬
は
飛
び
出
し
て、
つ
い
に
は
手
綱
の
制
御
が
し
づ
ら
く
な
り、
私
は
ペ
ン
の
洪
水
と
馬
が
そ
の
あ
と
を
追
い
か
け
て
行
く
場
面
か
ら
自
分
を
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
で
し
た。
け
れ
ど
も、
ペ
ン
は
貴
方
の
側
に
味
方
し
ま
す。
誇
ら
し
げ
に、
い
や
惨
め
に
で
は
あ
り
ま
す
が。
ペ
ン
は
貴
方
の
側
に
微
笑
み
な
が
ら
会
い
に
ゆ
き、
親
切
な
心
を
も
っ
て
笑
み
を
た
た
え
ま
し
た。
恥
じ
ら
い
ゆ
え
に
青
ざ
め
て
い
る
と
し
て
も。
絆
を
断
っ
た
人
か
ら
の
再
度
の
連
合
の
懇
願
に
お
い
て
う
わ
ご
と
を
言
う
人
や
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
名
産
地
の
ハ
ジ
ャ
ル
に
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
を
送
る
よ
う
な
人
は
昔
か
ら
い
ま
し
た。
う
わ
べ
の
飾
り
立
て
た
議
論
や
お
も
だ
っ
た
人
と
の
会
話
を
す
る
と
き
に
た
く
さ
ん
の
ペ
ン
を
く
る
く
る
と
回
す
こ
と
と
今
日
の
私
と
の
間
に、
い
か
な
る
つ
な
が
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
か。
そ
ん
な
こ
と
は、
唾
液
が
詩
作
を
妨
げ
た
（
47）あ
と
や、
病
気
の
せ
い
で
喩
え
す
ら
使
え
な
く
な
っ
た
あ
と
に
起
こ
る
こ
と
で
す。
し
か
し、
つ
い
に
は
怠
惰
が
支
配
的
に
な
り、
白
髪
が
ま
る
で
枝
を
払
わ
れ
た
イ
グ
サ
の
よ
う
に
抜
け
落
ち、
そ
の
白
髪
が
白
黒
の
蛇
の
よ
う
に
見
え
て
生
き
物
の
群
れ
を
驚
か
せ
ま
す。
//p.115// 白
髪
は、
額
に
星
を
も
つ
馬
に
よ
っ
て、
次
い
で
粕
毛
の
馬
（
48）に
よ
っ
て
夜
討
ち
に
あ
う
が
ご
と
く
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
す。
白
髪
と
い
う
も
の
は
迫
り
く
る
死
で
あ
り、
青
田
の
作
物
が
白
く
な
っ
た
ら
鎌
が
や
っ
て
き
て
刈
り
取
り
ま
す。
教
訓
は
な
か
な
か
や
っ
て
こ
な
い
の
で
す。
年
寄
り
が
自
分
の
常
な
ら
ぬ
こ
と
に
身
を
委
ね
て
い
る
と
き、
年
寄
り
を
慣
れ
な
い
こ
と
か
ら
遠
ざ
け、
習
慣
の
中
に
閉
じ
込
め
よ
と
い
う
判
断
が
表
向
き
に
は
下
さ
れ
た
の
で
す。
期
待
に
届
か
な
い
者
を
見
な
い
で
下
さ
い
――
神
よ、
貴
方
を
永
続
さ
せ
て
下
さ
い
――。
そ
し
て
貴
方
が
寛
大
で
い
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
も
し
も、
か
す
ん
だ
目
が
あ
る
の
な
ら
ば、
ち
ょ
っ
と
だ
け
見
て
下
さ
い。
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
報
酬
と
し
て
の
衣
類
を
う
ま
く
利
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用して下さい。返事をすることで、情熱のなにがしかを癒して下さい。　
貴
方
が
迎
え
入
れ
た
も
の
や
手
に
し
た
も
の
に
お
い
て、
神
が
貴
方
の
お
そ
ば
に
い
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
貴
方
が
遠
く
に
い
っ
た
り、
破
滅
の
と
き
を
迎
え
た
り
し
ま
せ
ん
よ
う
に。
貴
方
が
ど
の
道
を
辿
ろ
う
と
も
神
が
貴
方
に
お
味
方
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
幸
福
の
中
か
ら
最
も
明
白
な
印
を
貴
方
に
つ
け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
死
の
前
の
貴
方
と
の
再
会
を
運
命
づ
け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
我
が
子
の
立
場
に
あ
る
者
に、
私
の
心
の
住
人
に、
そ
し
て
私
の
兄
弟
た
る
者
に
も、
す
ば
ら
し
い
平
安
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に。
私
が
貴
兄
の
非
難
を
恐
れ
る
と
し
て
も。
神
の
慈
悲
と
恩
恵
が
あ
り
ま
す
よ
う
に。
貴
方
を
愛
し、
思
い
焦
が
れ
る
者
で
あ
る、
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
よ
り。
七
七
〇
年
ラ
ビ
ー
ウ・
サ
ー
ニ
ー
月一四日／一三六八年一一月二六日。
︻もう一通のイブン・ハティーブの手紙︼　
この手紙の前に、イブン・ハティーブから私にあてた別の手紙が先に出さ
れ
ていた。彼は手紙をトレムセンに送ったが、手紙の到着は遅れ、弟のヤフ
ヤーがスルターンのところに到着した頃に送ったのであった。　
手紙の内容はつぎの通りである。
　
あ
あ、
名
誉
と
信
頼
に
お
け
る
我
が
主
人
よ、
愛
と
忠
誠
に
お
け
る
我
が
兄
弟
よ、
私
の
心
に
住
み
つ
く
慈
し
み
に
お
け
る
我
が
息
子
の
如
き
も
の
よ。
貴
方
の
消
息
が
届
か
な
く
な
り
貴
方
の
便
り
が
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し
く
な
り
ま
し
た。
私
は、
手
紙
に
こ
め
た
私
の
思
い
が
貴
方
の
前
に
あ
る
障
壁
を
突
き
抜
け
て
貴
方
の
と
こ
ろ
に
届
く
よ
う
に
望
み
ま
し
た。
も
し
私
が、
//p.116// 潤
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
喉
の
渇
き
を
も
つ
人
や
満
腹
す
る
こ
と
の
な
い
胃
を
も
つ
人
の
よ
う
に、
自
然
の
限
界
や
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
習
慣
を
超
え
る
者
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
貴
方
に
秘
密
を
打
ち
明
け
る
の
な
ら
ば、
今
お
話
し
ま
し
ょ
う。
し
か
し、
こ
こ
に
い
た
る
ま
で
に
は、
庭
に
置
い
た
涙
の
し
ず
く
の
如
き
露
で
湿
っ
た
よ
う
な
挨
拶
を
終
え、
必
然
的
に
沸
き
起
こ
る
貴
方
へ
の
思
い
を
伝
え、
貴
方
と
の
隔
た
り
の
痛
ま
し
さ
へ
の
不
満
を
述
べ、
そ
し
て
困
難
を
容
易
に
し
て
遠
く
の
も
の
を
近
く
に
す
る
神
に
貴
方
と
の
接
近
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た。
さ
て、
私
は
貴
方
の
ご
様
子
に
つ
い
て、
嘘
偽
り
の
な
い
貴
方
へ
の
真
摯
な
思
い
を
も
っ
て、
ま
た
貴
方
の
幸
せ
が
永
久
に
続
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す。
私
の
と
こ
ろ
に
は
こ
こ
の
と
こ
ろ、
運
命
が
も
た
ら
し
た
も
の
が
届
い
て
い
ま
す。
す
な
わ
ち、
貴
方
の
と
こ
ろ
で
の
状
況
の
変
化
と、
貴
方
に
は
喜
ば
し
い
場
所
で
あ
る
ビ
ス
ク
ラ
に
貴
方
が
落
ち
着
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
情
報
で
す。
純
粋
で、
祖
先
が
高
貴
で、
美
徳
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
て、
ど
れ
ほ
ど
の
人
物
か
の
評
判
が
遠
く
ま
で
届
い
て
い
る
長
の
統
治
す
る
と
こ
ろ
へ
の
避
難
だ
と
伺
い
ま
し
た。
神
が
そ
の
強
い
お
力
で
ビ
ス
ク
ラ
を
お
守
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
そ
こ
は、
徳
の
あ
る
人
々
に
と
っ
て
の
避
難
所、
身
分
の
高
い
人
々
の
た
め
の
野
営
地、
賞
賛
の
言
葉
の
も
つ
香
し
き
風
の
吹
く
と
こ
ろ
な
の
で
す。
す
べ
て
の
時
間
が
安
全
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
救
っ
て
下
さ
る
神
を
讃
え
な
さ
い。
ま
た
望
み
を
追
求
す
る
の
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
お
き
な
さ
い。
か
の
卓
越
し
た
資
質
は
困
難
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
と
っ
て
お
き、
荒
れ
果
て
た
場
所
に
貴
方
の
資
質
が
行
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
出
し
惜
し
み
し
な
さ
い。
と
い
う
の
も、
現
世
に
貪
欲
で
あ
る
人
の
望
み
は
い
や
し
く、
ま
わ
り
を
取
り
囲
む
妨
害
は
多
く
あ
り、
得
る
も
の
は
悲
し
み
だ
か
ら
で
す。
健
全
な
状
況
と
い
う
の
は
最
小
の
努
力
で
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て、
理
性
あ
る
人
は
そ
の
最
後
が
死
で
あ
る
深
み
に
は
ま
る
こ
と
と
は
縁
が
な
く、
む
し
ろ
必
要
な
も
の
だ
け
得
る
の
で
す。
貴
方
の
よ
う
な
人
は、
――
健
全
な
状
態
を
求
め
る
う
ち
に
――
食
物
や
飲
み
物
の
う
ち
一
生
に
足
り
る
も
の
の
数
倍
の
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う。
「神
さえあれば大丈夫」なのです
（
49）。
//p.117//
　
も
し、
か
の
比
類
な
き
貴
兄
す
な
わ
ち
敬
虔
な
息
子
で
あ
る
貴
方
が、
貴
方
を
恋
し
く
思
う
私
の
状
態
を
知
ろ
う
と
期
待
す
る
の
な
ら
ば、
私
の
状
況
は
い
つ
も
の
よ
う
に、
運
命
の
手
に
手
綱
を
ゆ
だ
ね、
あ
て
ど
な
く
道
を
さ
ま
よ
い、
心
配
ご
と
の
小
川
の
流
れ
で
泳
ぐ
よ
う
な
状
態
で
あ
り
ま
す。
事
柄
の
背
景
に
は、
隠
さ
れ
た
秘
密
と
書
か
れ
て
い
る
希
望
が
あ
り
ま
す。
私
た
ち
は、
そ
れ
ら
の
中
に
隠
れ
て
い
る、
神
は
い
つ
も
真
理
を
隠
す
と
い
う
習
慣
に
希
望
を
見
い
だ
す
の
で
す。
も
っ
と
も、
計
略
が
力
を
も
た
ず、
回
避
は
う
ま
く
い
か
ず、
行
く
道
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
と
き、
役
に
立
つ
の
は
あ
き
ら
め
だ
け
な
の
で
す
が、
今
日
の
私
の
状
況
は、
中
庸
に
近
い
も
の
の
中
に
い
る人々の状況と同じなのです。　
ス
ル
タ
ー
ン
――
神
が
ス
ル
タ
ー
ン
と
と
も
に
あ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
――
に
つ
い
て
は、
か
つ
て
貴
兄
が
ス
ル
タ
ー
ン
の
お
そ
ば
に
い
て
触
れ
て
い
た
と
き
の
数
倍
の
力
量
を
お
持
ち
で
す。
す
な
わ
ち
最
高
の
慈
愛
の
心、
人
と
の
付
き
合
い
や
皆
を
ま
と
め
る
結
び
つ
き、
み
ず
か
ら
は
独
立
自
営
と
い
う
力
を。
ま
た
戦
術
に
関
し
て
は、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
勝
利
に
よ
る
経
験
で
さ
ら
に
お
力
を
増
し
て
お
ら
れ
ま
す。
神
に
讃
え
あれ。　
愛
す
る
人
々
や
子
供
た
ち
に
つ
い
て
は、
貴
方
が
す
で
に
ご
存
知
の
こ
と
で
す。
し
か
し、
焦
が
れ
る
思
い
ば
か
り
で、
再
会
を
思
い
描
く
こ
と
は
故
郷
や
恩
恵
の
住
処
を
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あ
き
ら
め
る
よ
う
な
も
の
で
す。
神
は
再
会
を
最
良
の
状
況
の
中
で
容
易
に
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
苦
し
み
の
家
た
る
現
世
か
ら
の
旅
立
ち
の
前
に
可
能
に
し
て
下
さ
い
ますように。　
国
に
つ
い
て
は、
豊
か
さ
に
お
い
て
も、
敵
に
対
す
る
和
平
や
勝
利
に
お
い
て
も、
夢
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
状
況
で
す。
貴
方
に
と
っ
て
は
以
下
に
述
べ
る
こ
と
で
十
分
で
し
ょ
う。
イ
ス
ナ
ハ
ル
（
50）、
イ
ス
ラ
ー
ム
領
内
に
食
い
込
ん
で
い
た
ブ
ル
ゴ
（
51）、
//
p.118// そ
れ
か
ら
ウ
エ
テ
（
52）、
ア
ル
ガ
リ
ネ
ー
ホ
（
53）、
プ
リ
エ
ゴ
（
54）、
サ
フ
ラ
要
塞
（
55）
な
ど
が
一
年
の
う
ち
に
開
城
し
た
こ
と。
そ
の
後、
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
娘
で
あ
る
ウ
ト
レ
ー
ラ
の
町
（
56）へ
武
力
で
入
城
し、
五
千
人
近
い
捕
虜
を
獲
得
し
た
こ
と。
//p.119// さ
ら
に、
コ
ル
ド
バ
と
同
等
の
町
で
あ
る
王
都
す
な
わ
ち
ハ
エ
ン
の
町
（
57）を
輝
か
し
く
立
派
な
日
に
武
力
で
開
城
し、
兵
を
殺
し、
女
子
供
を
捕
え、
建
造
物
を
再
び
人
が
住
め
な
い
よ
う
に
破
壊
し
た
こ
と。
ま
た、
そ
の
ハ
エ
ン
に
つ
な
が
る
ウ
ベ
ダ
の
町
（
58）も
征
服
し
た
こ
と。
ウ
ベ
ダ
は
快
適
な
町
で
商
業
が
盛
ん
で
多
く
の
建
造
物
を
も
ち
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
恩
恵
を
持
っ
て
い
ま
す。
私
た
ち
は
神
――
偉
大
に
し
て
い
と
高
き
お
方
――
に
お
願
い
し
ま
す。
神
が
お
助
け
の
慣
習
を
続
け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
慈
悲
の
綱
を
私
た
ち
か
ら
切
り
離
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
諸
征
服
についての神のご尽力とご支援をお与え下さいますように。　
貴
方
が
ご
存
知
の
こ
と
以
外
に
と
り
た
て
て
言
う
べ
き
出
来
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た。
神
は、
悪
の
息、
大
地
の
屑、
善
き
こ
と
の
痕
跡
が
取
り
去
ら
れ
た
残
り
滓
す
な
わ
ち
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
59）を
取
り
除
き
ま
し
た。
彼
は
ひ
ど
い
死
に
方
を
し、
彼
の
取
り
巻
き
に
対
す
る
み
せ
し
め
の
罰
が
行
な
わ
れ、
彼
自
身
の
富
は
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
た
の
で
す。
彼
の
後、
混
乱
が
国
土
を
支
配
し
て
い
ま
す。
も
っ
と
も、
彼
は
弱
い
人
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
西
方では彼ほど暴虐な人間は現れませんでした。　
今
日、
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は、
シ
ャ
イ
フ・
ア
ル
＝
グ
ザ
ー
ト
（
60）は、
シ
ャ
イ
フ
の
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン・
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
バ
ド
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
61）――
神
の
慈
悲
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
――
の
死
後、
ア
ミ
ー
ル
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ビ
ー・
ア
リ
ー
（
62）と
な
っ
て
い
ま
す。
//p.120// 貴
兄
が
去
っ
た
後
で、
前
述
の
ア
ミ
ー
ル
と
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
マ
ス
ウ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
ラ
ッ
フ
ー
（
63）と
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ウ
ス
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
（
64）が
ア
ンダルスに住み着きました。　
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ス
ル
タ
ー
ン・
ペ
ド
ロ
（
65）は
す
で
に、
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
あ
る
王
位
の
座
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
が、
彼
の
兄
（
66）が
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
で
弟
に
対
抗
し
て
い
ま
し
た。
コ
ル
ド
バ
は
ペ
ド
ロ
に
反
旗
を
翻
し、
彼
の
兄
を
支
持
し
て、
自
ら
の
身
を
案
じ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
大
物
た
ち
か
ら
な
る
党
派
と
と
も
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た。
ム
ス
リ
ム
た
ち
は、
こ
の
風
の
向
き
を
巧
み
に
利
用
し
ま
し
た。
神
は、
希
望
の
中
に
は
貴
方
が
思
い
も
し
な
か
っ
た
勝
利
や
善
き
こ
と
の
門
に
お
い
て、
ム
ス
リ
ム
の
た
め
に
常
の
倣
い
を
破
っ
た
の
で
す
。
ス
ル
タ
ー
ン
（
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
）
――
神
よ
、
彼を
支
え
給
え
――
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
出
来
事
の
あ
と
で
神ガ
ニ
ー
・
ビ
ッ
ラ
ー
に
よ
り
満
ち
足
り
た
者
（
67）
と
い
う
尊
称
を
名
乗
り
ま
し
た。
勝
利
の
概
要
や
詳
細
に
つ
い
て
の
書
簡
は、
ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
で
す
が、
も
し
可
能
な
ら
美
徳
の
あ
る
貴
方
へ
届
け
た
い
という願望が大きくなっています。　
時
間
の
か
か
る
仕
事
で、
完
全
な
る
貴
方
が
期
待
し
て
見
る
こ
と
へ
帰
す
る
も
の
は
と
言
え
ば、
私
が
著
作
や
著
述
を
出
し
た
こ
と
で
す。
貴
方
が
旅
立
た
れ
た
あ
と
で、
「イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
よ、
い
や、
今
日
に
お
い
て
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
い
な
い」
（
68）と
賛辞を受けるような著作です。　
そ
れ
ら
の
著
作
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た。
マ
シ
ュ
リ
ク
の
人
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ハ
ジ
ャ
ラ
（
69）の
編
纂
に
な
る、
愛
に
つ
い
て
の
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
献
上
本
が
あ
り
ま
す
が、
仲
間
た
ち
が
彼
に
対
抗
す
る
よ
う
あ
れ
こ
れ
助
言
し
て
い
た
の
で、
私
も
彼
に
対
抗
し
て、
//p.121// こ
の
愛
と
い
う
テ
ー
マ
を
よ
り
高
貴
な
も
の
と
し
ま
し
た。
つ
ま
り
神
へ
の
愛
で
す。
こ
う
し
て
一
冊
の
本
（
70）が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
が、
仲
間
た
ち
は
そ
の
奇
妙
さ
を
批
判
し
ま
し
た。
こ
の
本
は、
私
の
書
い
た
『グ
ラ
ナ
ダ
史』
（
71）や
そ
の
他
の
も
の
と
一
緒
に
マ
シ
ュ
リ
ク
に
送
ら
れ
ま
し
た。
そ
の
本
は
エ
ジ
プ
ト
の
サ
イ
ー
ド・
ア
ッ
＝
ス
ア
ダ
ー
修
道
場
（
72）に
お
い
て
ワ
ク
フ
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
が、
優
雅
さ
を
持
ち、
マ
シ
ュ
リ
ク
好
み
に
あ
わ
せ
て
作
っ
て
い
た
その本には人々が群がりました。その中の当意即妙の文章から引用します。私は町からの愛をもってエジプトに挨拶をする。　
愛を運ぶような風を送る町から、風の香りをかぐとき。
私の主張を否定する者がいれば私にかわってそ 人に言って下さい。　
殿様の奥方は、神を思いこがれる者の中でも、十分であると
（
73）。
　
神
は、
そ
れ（
『高
貴
な
る
愛
の
教
え
の
庭
園』
）
を
筆
写
す
る
こ
と、
送
付
す
る
こ
と
を
ご
支
援
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う。
ま
た、
『迷
え
る
者
た
ち
に
対
す
る
憂
慮
』
と
名
付
け
た
巻
//p.122// 、『民
衆
を
よ
く
知
ら
れ
た
慣
行
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と』
と
名
付
け
た
巻
も
私
は
も
の
し
ま
し
た
（
74）。
そ
し
て
ジ
ャ
ウ
ハ
リ
ー
の『王
冠』
の
書
を
簡
約
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し
（
75）、
使
い
勝
手
の
よ
い
配
列
を
維
持
し
た
ま
ま
分
量
を
五
分
の
一
に
す
る
こ
と
に
尽
力
い
た
し
ま
し
た。
神
は
よ
き
援
け
手、
こ
の
人
生
と
い
う、
始
ま
っ
た
か
と
思
う
と
す
ぐ
終
わ
る
ほ
ど
の
時
間
を
費
や
す
仕
事
に
対
し
て
も
で
す。
神
に
よ
っ
て
の
ほ
か、
いかなる力もありません
（
76）。
　
さ
て、
私
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は、
貴
兄
（
77）、
息
子
な
る
者
で
あ
る
あ
な
た
か
ら
届
く
知
ら
せ
を
ず
っ
と
待
ち
続
け
る
こ
と
で
す。
と
い
う
の
は、
巡
礼
か
ら
の
帰
還
者
や、
ト
レ
ム
セ
ン
に
着
く
人
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
で
し
ょ
う。
ま
た、
﹇そ
う
な
れ
ば﹈
サ
イ
イ
ド・
シ
ャ
リ
ー
フ
（
78）が
そ
こ
か
ら
書
簡
を
遣
わ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら。
魂
は
激
し
く
渇
望
し
ま
す。
心
臓
は
喉
も
と
ま
で
上
が
っ
て
き
ま
す
――
会
い
た
い、
知
りたい、という気持ち故にです――
（
79）。
　
そ
し
て
私
は
神
に
求
め
ま
す。
遠
隔
の
地
に
お
い
て
も、
神
の
も
と、
あ
な
た
か
ら
私
が
託
さ
れ
て
い
る
も
の
を
保
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
と。
あ
な
た
に
活
力
を
纏
わ
せ、
あ
な
た
を、
そ
し
て
私
を
苦
境
か
ら
解
放
し
て
下
さ
り、
我
ら
皆
を
正
し
き
道
へ
と
お
運
び
下
さ
り、
我
ら
の
た
め
に
幸
い
の
封
印
で
閉
じ
さ
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
と。　
改
め
て
す
ば
ら
し
き
平
安
が
あ
り
ま
す
よ
う
に、
神
の
慈
悲
と
恩
恵
が
あ
り
ま
す
よ
う
に、
あ
な
た
を
愛
し
渇
望
す
る
者、
思
い
起
こ
し
呼
び
掛
け
る
者、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
よ
り。
七
六
九
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー・
ウ
ー
ラ
ー
月
二
日
／
一
三
六
七
年
一
二
月二五日。
﹇引用﹈終わり。//p.123//
︻イブン・ハティーブへの返信︼　
そこで私はこれらの書簡について彼に返信した。彼の文才には誰も及ばな
かったので、彼と張り合うことは出来ないという懸念から私は押
サ
ジ
ュ
ウ
韻散文で書
くことは避けた。以下が返信の文面である。
　
栄
光、
至
高
に
あ
る
閣
下、
そ
し
て
望
ま
れ
し
至
宝
と
し
て
わ
が
唯
一
の
お
方、
敬
愛
と
愛
情
を
注
ぐ
べ
き
わ
が
父
の
地
位
に
あ
る
お
方
よ。
私
と
あ
な
た
の
住
ま
い
が
遠
く
離
れ、
わ
れ
ら
の
間
に
隔
た
り
が
深
く
根
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
て
以
来、
渇
望
の
念
ゆ
え
に、
私
は
あ
な
た
の
消
息
に
対
し
耳
を
そ
ば
だ
て
つ
づ
け、
風
の
手
元
か
ら
あ
な
た
の
手
紙
が
届
く
だ
ろ
う
と
思
い
描
い
て
き
ま
し
た
が、
つ
い
に、
待
ち
に
待
っ
た、
全
く
約
束
ど
お
り
の、
幾
種
類
も
の
愛
の
こ
も
っ
た、
尊
き
あ
な
た
の
書
簡
が
届
き
ま
し
た。
﹇あ
な
た
の
書
簡
は﹈
あ
な
た
を
忘
れ
て
骸
で
あ
っ
た
私
の
心
を
よ
み
が
え
ら
せ、
幾
種
類
も
の
喜
び
を
か
き
集
め、
あ
な
た
と
の
再
会
へ
の
希
望
の
火
を
灯
し
て
く
れ
ま
し
た。
神
に
私
は
求
め
ま
す。
こ
の
世
を
去
る
前
に、
あ
な
た
が
満
足
す
る
よ
う
な
や
り
方
で、
ま
た
私
の
望
み
と
あ
な
た
の
望
み
が
叶
う
よ
う
な
や
り
方
で、
あ
な
た
と
会
う
喜
び
を
与
え
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
私
は
あ
な
た
の
書
簡
に、
乾
き
に
苦
し
む
放
浪
者
が
雨
の
滴
り﹇に
出
会
っ
た
時
の
よ
う
な﹈
、
夜
通
し
旅
す
る
者
が
曙
光﹇
出会った時のような﹈
、挨拶をいたしました。
　
さ
て﹇そ
の
書
簡
に
は﹈
神
の
友
た
ち
の
ご
と
き
自
在
ぶ
り
で、
﹇以
下
の
こ
と
ご
と﹈が書かれておりました。　
あ
な
た
個
人
に
つ
い
て
は、
平
穏
静
寂
で
あ
り、
落
ち
着
き、
気
が
か
り
は
晴
れ、
煩
わ
し
さ
は
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
こ
と。
そ
し
て
広
く
国
家
に
つ
い
て
は、
足
も
と
堅
固
で
、
戦
勝
の
風
が
吹
き
荒
れ
て、
神
の
敵
に
勝
利
し
た
こ
と。
す
な
わ
ち、
﹇か
つ
て﹈
王
朝
が
弱
か
っ
た
時
に
明
け
渡
し
た
諸
城
砦
を
取
り
戻
し、
キ
リ
ス
ト
教
徒
ど
も
の
基
地
た
る
諸
城
塞
を
破
壊
し
た
こ
と。
ま
さ
に
夢
の
中
で
し
か
確
実
た
り
え
な
い
﹇ような﹈珍しいこと、神の徴の一つです。　
こ
の
征
服
が、
こ
の
高
貴
な
時
代
に
至
る
ま
で
長
ら
く
封
じ
込
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
こ
そ、
あ
の
尊
き
存
在（ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世）
を
神
が
常
に
お
心
に
か
け
て
お
ら
れ
る
と
い
う
証
で
す。
﹇尊
き
存
在﹈
ご
自
身
の
手
を
通
し
て
//p.124// 常
な
らぬ出来事の数々と、長い年月の果てに信仰
（
80）の奇蹟が現れたのですから。
　
そ
の
奇
蹟
に
お
い
て
――
神
に
讃
え
あ
れ
――
あ
な
た
は、
み
ご
と
な
差
配
や
な
に
ご
と
も
う
ま
く
運
ぶ
幸
運
ぶ
り
に
よ
り、
称
う
べ
き
功
績
と
不
朽
の
名
声
を
も
っ
て、
ナ
ス
ル
朝
カ
リ
フ
位
の
美
麗
な
る
衣
装
を
刺
繍
で
彩
り、
宰
相
位
の
頭
を
冠
で
飾
っ
て
お
り
ま
す。
神
が
僕しもべ
の
う
ち
で
も
あ
な
た
の
た
め
に、
そ
の
嘉
し
給
う
も
の
の
な
か
に
それらを書き付け
られますように。
　
私
は
あ
な
た
の
書
簡
の
こ
と
を、
こ
の
護
ら
れ
て
い
る
地
域
の
民
の
貴
顕
た
ち
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た。
そ
し
て
私
は
高
貴
な
人
々
の
中
に
そ
れ
を
広
め
ま
し
た。
あ
な
た
の
書
簡
は、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
力
へ
の
喜
び
で
あ
り、
神
の
恩
恵
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら、
陛
下
の
王
朝
の
話
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
と。
私
は、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
け、
す
ば
ら
し
い
称
賛
を
込
め
祈
願
を
求
め
て、
そ
の
恩
恵
に
つ
い
て
評
判
し
た
り、
来
し
方
行
く
末
の
諸
王
朝
に
対
し
て
も﹇ナ
ス
ル
朝
が﹈
卓
越
し
先
頭
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
称
え
た
り
し
つ
つ
述
べ
ま
し
た。
す
る
と
胸
と
い
う
胸
は﹇あ
な
た
の
書
簡
に﹈
惹
き
つ
け
ら
れ
て
喜
び
に
開
き、
心
と
い
う
心
は
称
賛
と
敬
服
の
念
に
満
ち
て、
そ
の
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影響すばらしく、人々は信仰を堅くし祈りを行うようになりました。　
閣
下
の
書
簡
は、
か
の
王
朝
の
尊
さ
の
目
印
で
あ
り、
お
そ
ら
く
は、
そ
の﹇ナ
ス
ル
朝
の﹈
事
績
に
つ
い
て
私
が
語
る
際、
異
国
の
言
語
の
よ
う
に
意
の
通
じ
な
い
言
葉
の
通
訳
と
な
り
ま
し
た。
神
が
閣
下
の
美
徳
を
よ
り
増
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
閣
下の長寿をムスリムたちに享受させて下さいますように。　
ま
た、
私
は
あ
な
た
の
書
簡
に
異
邦
の
憂
さ
を
打
ち
明
け
ま
し
た。
会
い
た
く
て
仕
方
が
な
い、
心
乱
れ
る
思
い
や、
悲
し
み
で
ほ
と
ん
ど
正
気
を
失
う
ほ
ど
混
乱
し
て
い
る
思
い
を。
こ
う
な
っ
た
の
も
私
が
安
息
の
地
を
去
り、
恩
恵
を
施
し
て
下
さ
る
陛
下
（ム
ハ
ン
マ
ド
五
世）
や
寛
大
な
る
閣
下（イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ）
や、
素
晴
ら
し
き
街
や
敬
愛
な
る
兄
弟
た
ち
が
い
た
栄
光
の
館
か
ら
旅
立
っ
た
せ
い
な
の
で
す。
「も
し
わ
し
に
目
に
見
え
ぬ
世
界
の
こ
と
が
わ
か
る
く
ら
い
な
ら、
わ
し
は
大
い
に
得
を
と
っ
て
﹇いたであろうよ﹈
」（
81）。
　
も
し、
寛
大
な
る
閣
下
が
私
の
状
況
を
知
り
た
が
っ
て
下
さ
る
の
で
し
た
ら
//p.125//
そ
れ
は
あ
な
た
も
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す。
希
望
と
と
も
に
進
み、
運
の
続
く
限
り
日々奮闘し、無為に一生の一部を使ってしまっております。幸運が下り坂のとき　
希望とともに登ったところで何になるというのか
　
神
が
我
ら
を
神
の
も
と
に
立
ち
帰
ら
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に。
お
そ
ら
く
あ
な
た
の
有
用
な
説
き
勧
め
の
中
に、
こ
の
不
治
の
病
の
癒
し
は
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う。
神
が
望み給うならば。　
け
れ
ど
も、
神
の
厚
意
が
私
と
共
に
あ
る
こ
と、
そ
し
て
こ
の
ム
ズ
ニ
ー
族
の
長
（ム
ズ
ニ
ー
族
領）
に
身
を
寄
せ
る
こ
と（ジ
ワ
ー
ル）
は
――
そ
の
名
前
だ
け
で
あ
な
た
に
は
十
分
お
分
か
り
で
し
ょ
う
――
一
つ
の
万
全
な
る
保
護
で
す。
そ
れ
は、
ご
存
じ
の
よ
う
に
か
ね
て
よ
り
私
が
頼
り
に
し
て
き
た
彼
ら
と
の
繋
が
り
と
い
う
財
産
に
私
を
向
か
わ
せ
た
の
で
す。
万
事
の
危
険
が
増
し、
天
運
の
色
が
移
ろ
い、
す
で
に
私
が
その淵に立っていた大災厄 場から逃げのびたときのことです
（
82）。
　
こ
の
と
き、
故
ス
ル
タ
ー
ン（ハ
フ
ス
朝
の
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
。
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者）
が、
王
権
を
争
い
出
自
を
分
か
ち
合
う
方
で
あ
る、
自
ら
の
父
方
の
従
兄
弟（ハ
フ
ス
朝
の
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
者）
の
手
に
か
か
っ
て
亡
く
な
ら
れ、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た。
栄
光
は
泥
に
ま
み
れ、
ス
ル
タ
ー
ン
は
替
わ
り、
後
に
残
さ
れ
た
私
の
弟
が
拘
留
さ
れ
て
絶
望
し、
も
っ
と
も
神
の
お
計
ら
い
で
ど
う
に
か
弟
は
難
を
逃
れ
ま
し
た
が、
そ
の
後
に
私
の
家
と
子
供
た
ち
に
災
厄
が
降
り
か
か
り、
ナ
ス
ル
朝
――
神
が
永
続
さ
せ
給
い
ま
す
ように――より賜った恩恵の残りで手に入れた私領地が没収されたのです。　
す
る
と
彼（イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー）
は﹇私
を﹈
鳥
の
巣
に
退
避
さ
せ、
そ
の
事
態
に
と
も
に
当
た
っ
て
下
さ
り、
栄
光
と
財
産
を
分
か
ち
合
っ
て
下
さ
い
ま
し
た。
天
運
に
見
放
さ
れ
て
も
手
助
け
し、
復
讐
を
求
め
て
下
さ
い
ま
し
た。
そ
し
て
つ
い
に
天
運
が
私
に
向
い
て
き
て、
諸
王
は
こ
ぞ
っ
て
私
を
求
め、
競
う
よ
う
に
私
に
贈
り
も
の
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た。
神
こ
そ
は
希
望
と
い
う
枷
か
ら
解
き
放
っ
て
下
さ
る
お
方、
厄
介
ご
と
に
巻
き
込
み
が
ち
な
こ
の
幸
運
を
退
け
る
こ
と
へ
お
導
き
下
さ
る
お
方
で
す
（
83）。
//p.126//
　
さ
て、
閣
下
は
私
に、
閣
下
が
も
の
さ
れ
た
妙たえ
な
る
編
纂
物
と
栄
え
あ
る
征
服
に
つ
い
て
の
雄
弁
な
る
書
簡
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た。
も
し、
そ
れ
か、
そ
の
一
部
な
り
と
も
ご
送
付
い
た
だ
け
れ
ば、
我
が
幸
い
に
存
じ
ま
す。
と
い
う
の
も、
一度放棄したものを惜しむ気持ちが戻ってきたからです。　
と
こ
ろ
で、
こ
の
地
域
の
情
報
に
つ
い
て
言
え
ば、
あ
な
た
が
ご
存
知
の﹇以
下
の﹈
ことに何の追加もありません。　
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
の
息
子
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
（
84）が、
彼
の
た
め
に
政
務
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン
の
シ
ャ
イ
フ、
ア
ブ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
（
85）――
神
の
お
慈
し
み
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
――
亡
き
後、
王
都
チ
ュ
ニ
ス
に
あ
っ
て
実
権
を
掌
握
し、
権
力
を
確
立
し
た
こ
と
（
86）。﹇彼
は﹈
国
の
徴
税
や、
彼
の
支
配
の
宣
言
に
対
し
て
支
援
を
求
め
て
い
る
ア
ラ
ブ
の
統
治
で
は、
厳
し
く
締
め
つ
け
を
し
て
い
ま
す
が、
一
方
で
臣
民
と
街
道
の
安
全
の
た
め
に
は
彼
ら
に
た
っ
ぷ
り
と
鼻
薬
を
効
か
せ
て
や
っ
て
い
ま
す。
いうなれば、この時代にしてはよき施政ぶりです。　
我
ら
の
政
権
の
場
で
あ
っ
た
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
が、
ご
存
知
の
よ
う
に、
戦
闘
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
及
び
ブ
ー
ナ
の
支
配
者（ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス）
の
統
治
下
に
入
っ
た
こ
と。
彼
は
過
酷
さ
と
剛
腕
ぶ
り
で
自
国
に
無
理
を
背
負
わ
せ
て
い
ま
す。
﹇ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
は﹈
絶
対
的
な
支
配
を
行
い、
こ
の
地
を
我
が
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
ア
ラ
ブ
ど
も
の
手
に
打
撃
を
加
え
ま
し
た。
そ
れ
ゆ
え、
彼
は
そ
の
治
世
の
大
半で服従を拒まれはしましたが。　
こ
れ
ら
あ
な
た
も
ご
存
じ
の
こ
と
に、
ア
ラ
ブ
ど
も
の
支
配
が
諸
領
を
取
り
囲
み、
周
辺
も
中
央
も
土
地
が
失
わ
れ、
あ
ら
ゆ
る
方
角
に
お
い
て
諸
政
権
の
灯
心
の
火
が
絶
え
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す。
始
ま
り
の
あ
る
も
の
は
い
つ
か
は
終
わ
り
へ
と
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向かうのです。　
遠おちこち
近
の
マ
グ
リ
ブ
（
87）の
情
報
に
つ
い
て
い
え
ば、
も
う
す
で
に
事
情
に
通
じ
て
い
らっしゃるでしょう。　
マ
シ
ュ
リ
ク
は
と
い
う
と、
今
年
の
巡
礼
者
の
知
ら
せ
で
は、
マ
シ
ュ
リ
ク
は
混
乱
が
ひ
ど
く、
ス
ル
タ
ー
ン
の
権
威
は
地
に
落
ち
玉
座
に
対
し
て
粗
暴
な
者
ど
も
が
跳
梁
し、
神
を
詣
で
神
の
家（カ
ア
バ
神
殿）
に
巡
礼
す
る
者
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
貯
水
池
や
水
場
も
荒
れ
果
て
て
い
る
と
の
こ
と
で
す。
そ
の
さ
ま
は
目
頭
を
熱
く
し、
長
く
悲しませるものです。
//p.127//
　
さ
ら
に
彼
ら
が
言
い
立
て
る
と
こ
ろ
で
は、
怒
号
が
幾
日
も
の
間
カ
イ
ロ
に
響
き
渡
り、
道
々
や
ス
ー
ク
が
騒
擾
に
溢
れ
て
い
る
と
の
由
で
す。
と
い
う
の
も、
ヤ
ル
ブ
ガ
ー・
ハ
ー
サ
キ
ー
（
88）の
後
に
実
権
を
握
っ
た
ア
サ
ン
ダ
ム
ル
（
89）と
ス
ル
タ
ー
ン
と
の
間
で、
﹇カ
イ
ロ
の﹈
城
砦
の
外
で
戦
闘
が
起
こ
っ
た
か
ら
で
す。
戦
闘
は
彼（ア
サ
ン
ダ
ム
ル）
の
敗
北
に
終
わ
り、
ヤ
ル
ブ
ガ
ー
の
取
り
巻
き
や
子
飼
い
の
も
の
約
五
百
人
の
死
者
を
出
し
ま
し
た。
ス
ル
タ
ー
ン
は
残
っ
た
者
を
捕
え、
一
部
を
獄
に
投
じ、
多
数
を
磔
に
し
ま
し
た。
ア
サ
ン
ダ
ム
ル
は
獄
中
で
殺
さ
れ
ま
し
た。
そ
し
て、
政
権
の
手
綱
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
子
飼
い
の
あ
る
大
物
の
手
に
と
ら
れ、
こ
の
者
が
政
権
を
独
占
しかつ自立して執り仕切りました。　
諸
事
の
転
変
も、
隠
れ
た
る
こ
と
ご
と
の
顕
現
も、
威
厳
あ
り
至
高
な
る
神
の
御
手
にあります。　
さ
て、
私
が
閣
下
に
――
神
が
あ
な
た
に
ご
長
寿
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
――
切
望
す
る
の
は、
閣
下
の
書
簡
が、
可
能
な
と
き
は
い
つ
で
も、
閣
下
の
ふ
ん
だ
ん
な
思
い
や
り
と
し
て、
あ
あ
し
た
こ
と
を
お
伝
え
下
さ
る
こ
と
で
す。
そ
し
て
私
か
ら
と、
陛
下
の
お
み
足
に
口
づ
け
な
さ
っ
て
下
さ
い。
私
が
陛
下
の
支
配
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と、
そ
の
恩
顧
へ
の
謝
意
を
お
伝
え
下
さ
い。
そ
し
て
私
か
ら、
陛
下
の
お
側
の
方
々
や
仲
の
良
い
人
々
の、
ご
年
長
の
方
に
も
ま
だ
お
若
い
方
々
に
も、
庭
園
の
そ
よ
風のようなひそかな挨拶をお伝え下さい。　
彼（ム
ハ
ン
マ
ド
五
世）
の
高
貴
な
る
王
都
に、
私
か
ら
の
書
簡
が、
巡
礼
者
ナ
ー
フ
ィ
ウ
――
神
が
平
安
を
彼
に
お
与
え
に
な
り
ま
す
よ
う
に
―
―
の
手
に
よ
っ
て
向
か
っ
て
お
り
ま
す。
﹇ナ
ー
フ
ィ
ウ
は﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
の
――
神
の
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
――
王
都
ト
レ
ム
セ
ン
に
て
私
の
弟
ヤ
フ
ヤ
ー
に
出
会
っ
た
際、
弟
か
ら
そ
れ（書
簡）
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
か
ら、
お
そ
ら
く、
﹇書
簡
は﹈
到
着
す
る
こ
と
で
し
ょ
う。
﹇ま
た﹈
書
簡
に
は
書
き
尽
く
せ
な
か
っ
た
私
の
称
賛
や祈願があることを閣下は明らかにして下さることでしょう。
　
神
は
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
至
宝
と
し
て、
あ
な
た
の
美
徳
を
望
む
者
た
ち
の
避
難
場
所
と
し
て、
あ
な
た
に
ご
長
寿
を
賜
る
こ
と
で
し
ょ
う。
あ
な
た
に、
そ
し
て
//p.128// あ
な
た
を
頼
り
と
す
る、
高
貴
な
る
ご
令
息
が
た、
ご
家
族、
お
側
の
方
々
や
ご
友
人
た
ち
に
平
安
が
あ
り
ま
す
よ
う
に。
あ
な
た
を
愛
す
る
者、
あ
な
た
を
信
頼
す
る
者、
あ
な
た
の
美
徳
を
信
奉
す
る
者、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
よ
り。
神
の
慈
悲
と
恩
恵
が
ありますように。
　
その宛名書きは﹇このようにした﹈
。
　
閣
下、
支
え
な
る
お
方、
愛
顧
と
恩
恵
な
す、
心
寛
き
徳
性
の
主
で
あ
り、
事
の
始
ま
り
も
お
し
ま
い
も
有
す
る
お
方、
ウ
ン
マ
の
イ
マ
ー
ム
に
し
て
イ
マ
ー
ム
た
ち
の
旗
印、
信
仰
の
冠
に
し
て
称
う
べ
き
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
の
誇
り、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
支
え、
高
貴
な
る
諸
王
の
選
ば
れ
し
者、
諸
王
朝
の
輝
け
る
星
（
90）、
イ
マ
ー
ム
位
の
保
護
者、
諸
王
朝
の
冠、
神
の
御
心
に
よ
く
適
う
お
方
で
あ
り、
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
長
た
る
（
91）
神ガ
ニ
ー
・
ビ
ッ
ラ
ー
に
よ
り
満
ち
足
り
た
者
――
神
の
ご
支
援
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
――
の
友
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
――
神
が
ご
長
寿
を
賜
り
ま
す
よ
う
に。
全
て
の
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
の
報
奨
を
お
与
え
な
さ
いますように――。
︻イブン・ハティーブからの返信︼　
さて、彼はグラナダから私に書き送ってきた。
　
お
お、
貴
兄、
我
が
友、
我
が
兄
弟、
そ
し
て
我
が
息
子
の
地
位
に
あ
る
お
方
よ。
あ
な
た
が
ど
こ
に
い
よ
う
と、
神
が
あ
な
た
に
お
味
方
し
厚
意
と
支
援
を
欠
か
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に。
も
し
も、
あ
な
た
の
落
ち
着
き
先
が、
私
が
使
者
を
何
度
も
遣
わ
せ
た
り、
誰
か
消
息
を
求
め
る
者
を
送
っ
た
り、
代
理
の
者
を
向
か
わ
せ
た
り
す
る
場
で
あ
っ
た
と
し
た
ら、
私
は
あ
な
た
が
当
然
受
け
る
べ
き
も
の
を
見
過
ご
し
た
こ
と
で
自
分
を
責
め
た
で
し
ょ
う。
け
れ
ど
そ
の
言
い
訳
は
ご
存
知
の
通
り
で
す。
神
を
お
称
え
下
さ
い、
そ
の
翼
が
あ
な
た
に
宿
を
与
え、
そ
の
美
徳
が
あ
な
た
を
包
み
込
む、
か
の
有
徳
の
お
方（イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー）
の
洞
穴
に﹇あ
な
た
が﹈
落
ち
着
か
れ
る
こ
と
に。
彼（イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー）
の
裏
切
る
こ
と
の
な
か
っ
た
評
価
と
嘘
偽
り
の
無かった名声に神の称揚がありますように。　
私
は、
諸
々
の
勝
利﹇の
知
ら
せ﹈
を
伴
い
（
92）、
二
聖
都
に
使
す
る
こ
の
シ
ャ
イ
フ
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の
旅
を
利
用
し
て、
こ
の
私
の
書
簡
を
届
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た。
も
し、
あ
な
た
が
彼
の
持
つ、
あ
な
た
が
そ
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
（
93）を
手
に
取
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
ら、
私
に
は
幸
甚
で
す
し、
そ
の
こ
と
に
あ
な
た
は
な
に
が
し
か
の
な
じ
み
を
お
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う。
お
そ
ら
く
は、
言
葉
で
は
書
き
表
せ
な
い
も
の
か
ら
す
で
に
別
の
な
に
が
し
か
の
な
じ
み
を
感
じ
て
下
さ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う。
//p.129//
と
い
う
の
も、
私
ど
も
は
あ
な
た
に
諸
事
を
お
知
ら
せ
す
る
際、
外
面
的
な
こ
と
の
み
を
お
送
り
し
ま
す。
た
だ、
そ
の
隠
れ
た
内
奥
は
と
い
え
ば、
多
く
を
た
だ
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん。
私
が、
な
お
ざ
り
に
444
で
は
な
く、
な
に
よ
り
も
444
（
94）あ
な
た
が
心待ちにしていると思うものは、私の状況のことです。　
な
ら
ば、
知
っ
て
下
さ
い。
私
の
方
で
は、
大
水
が
氾
濫
水
位
に
達
し、
体
液
の
調
和
が
乱
れ、
次
々
と
い
く
つ
も
の
病
に
見
舞
わ
れ
（
95）、
治
療
に
も
難
儀
し
て
い
ま
す。
病
原
が
残
っ
て
お
り、
そ
れ
を
押
し
返
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
す。
い
く
つ
も
の
病
と
は、
こ
の
し
が
ら
み
と
い
う
も
の
（
96）で
す
――
神
が
こ
と
の
結
末
を
最
良
へ
と
向
か
わ
せ
ま
す
よ
う
に
――。
私
は
い
ろ
い
ろ
試
み
て
ひ
た
す
ら
努
力
し
ま
し
た
が、
そ
の
こ
と
は
私
に
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た。
あ
な
た
の
出
立
後、
も
し
も
私
が、
無
駄
な
著
述
や
禁
欲
に
か
ま
け
て
時
代
か
ら
隔
た
り、
書
物
を
精
読
し
て
も﹇人
に﹈
指
し
示
さ
ず、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
無
駄
な
考
え
に
ふ
け
っ
て
い
な
か
っ
た
ら、
私
の
状
況
が
ろ
く
で
も
な
い
考
え
の
道
を
通
っ
て
こ
こ
ま
で
悪
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
たでしょうに。　
私
が
著
し
た
最
新
の
も
の
に、
私
が『存
在
の
枷
の
中
に
実
在
す
る
恩
寵
の
下
賜
を
希
う
こ
と』
（
97）と
名
づ
け
た
小
論
が
あ
り
ま
す。
私
は
そ
れ
を
ジ
ハ
ー
ド
に
出
征
さ
れ
て
い
る
ス
ル
タ
ー
ン
の
代
行
を
命
ぜ
ら
れ
て
留
ま
っ
て
い
た
こ
の
日
々
の
あ
い
だ
に
著
述
い
た
し
ま
し
た。
も
し、
あ
な
た
が
こ
の
小
論
や
あ
の
愛
に
つ
い
て
の
私
の
本（
『高
貴
な
る
愛
の
教
え
の
庭
園』
）
を
ご
一
読
下
さ
い
ま
し
た
ら、
甚
だ
幸
い
に
存
じ
ま
す。
きっと神はそれを容易なこととさせ給うでしょう
。
　
こ
の
こ
と
す
べ
て
に
関
わ
ら
ず、
神
か
け
て、
私
は、
あ
な
た
へ
書
簡
を
届
け
る
望
み
を
な
お
ざ
り
に
は
し
ま
せ
ん
で
し
た。
あ
な
た
の
弟
君
経
由
で
も、
サ
イ
イ
ド・
シ
ャ
リ
ー
フ・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
経
由
で
も、
果
て
は
そ
こ
か
ら
隊
商
が
や
っ
て
く
る
と
聞
い
た
と
き
に
は
マ
グ
リ
ブ
か
ら
で
も。
し
か
し、
あ
な
た
に
そ
の
う
ちのどれか届いたのかどうか私にはわかりません。　
こ
ち
ら
の
状
況
は、
す
べ
て、
あ
な
た
が
去
ら
れ
た
と
き
の
ま
ま
で
す。
あ
な
た
の
愛
す
る
人
々
も
お
元
気
な
が
ら、
お
判
り
か
と
は
思
い
ま
す
が、
あ
な
た
を
思
い
焦
が
れ、
会
い
た
く
思
っ
て
//p.130// あ
な
た
と
の
別
離
の
悲
し
み
に
沈
ん
で
い
ま
す。
神
に
よってのほか、いかなる力もありません。　
神
は
あ
な
た
を
お
守
り
下
さ
り、
お
味
方
下
さ
り、
万
事
あ
な
た
の
面
倒
を
見
て
下
さ
い
ま
す。
あ
な
た
に
平
安
が
あ
り
ま
す
よ
う
に、
神
の
慈
悲
が
あ
り
ま
す
よ
う
に。
あ
な
た
を
愛
し、
あ
な
た
の
不
在
を
寂
し
が
っ
て
い
る
老
人、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
より。七七一年ラビーウ・サーニー月朔日／一三六
九年一一月二日。
　
そして、その中にはこのような文面の添え書きがあった。
　
貴
兄
よ、
神
が
あ
な
た
を
嘉
し
給
い
ま
す
よ
う
に。
我
々
の
友
人
で、
医
術
の
第
一
人
者
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
シ
ャ
ク
ー
リ
ー
（
98）が、
あ
な
た
も
ご
存
じ
の
体
液
の
調
和
を
図
る
道
を
も
っ
て、
ト
レ
ム
セ
ン
に
居
を
定
め
ま
し
た。
も
し、
彼
が
あ
な
た
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら、
彼
が
望
む
通
り
に
助
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い。
﹇実
際
に﹈
こ
の
者
が
そ
れ
で
あ
な
た
さ
ま
の
よ
う
な
お
方
を
必
要
と
す
る
ことはないでしょうけれども。
　
その宛名書きは以下の通りであった。
　
貴
兄、
我
が
兄
弟
の
立
場
に
あ
る
お
方、
威
厳
あ
る
法
学
者、
偉
大
な
る
高
官、
長
で
あ
り
ハ
ー
ジ
ブ
で
あ
り、
卓
越
し
た
知
識
人
で
あ
る
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン。
神
が
そ
の
恩
恵
に
よ
っ
て
彼
に
幸
い
を
も
た
ら
し、
彼
の
栄
光
を
お
守
り
下さいますように。
　
さて、本書の目的からは一見外れているようではあるが、私はこれら 書
簡の記述を長々とした。その中には私の情報や私の
状況の説明がたくさんあ
り、そういったことを知りたがっている本書読者には満足がいくだろうからである。︻ムズニー家、ダーウード族とともにアブー・ハンムーに協力する︼　
さ
て、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
は、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
獲
得
し
よ
う
と
し、
そのためにリヤーフ諸部族を手なづけようとしていた。さらに、アブー・ハフ
ス
家
の
チ
ュ
ニ
ス
の
支
配
者
で、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
の
息
子
に
あ
た
る、
ス
ル
タ
ー
ン
//p.131// ・
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
と
手
を
結
ぶ
た
め
に
も、
私
の
協
力
を
あ
て
に
し
て
い
た。
そ
れ
と
い
う
の
も、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
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は、
そ
の
甥
に
あ
た
る
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
者、
ア
ブ
ー・
アッバースとの間に、系譜と王権を分かち合うがゆえに避けられない対立関係を抱え込んでいたからである。　
アブー・ハンムーは常にアブー・イスハークに使者を送っていたが、その
当時ビスクラにいた私のもとをこの使者たちが立ち寄っていたので、私は両者の間での書簡のやりとりによる連絡を確実なものとした。　
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
の
父
方
の
従
兄
弟
に
あ
た
る、
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤーンは、アブー・ハンムーが恐怖に駆 れてビジャーヤから逃げ出し、その
陣
営
が
混
乱
に
陥
る
と、
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
を
追
っ
て
ト
レ
ム
セ
ン
ま
で
追
跡
し、
その周辺を占領するまでしたが、何ら成果を得る とはできなかった。それでアブー・ザイヤーンはフサイン族の地へと戻り、彼ら 間に滞在し、彼らもアブー・ザイヤーンを迎え入れ 。　
その後、中央マグリブの全土に﹇ザイヤーン朝に対して﹈ふたごころを抱
く者が
増え始めると、ズグバの諸部族もスルターン（アブー・ハンムー）に
背いて、その多くは彼 もとを去って砂漠へ退いた。だがスルターンは、彼らを手なづけようとし続けたため、彼らの多くはスルタ ンのもとに集結することとなった。　
そ
れ
で﹇七﹈
六
九
年
の
中
頃
／
一
三
六
八
年、
ス
ル
タ
ー
ン
は、
フ
サ
イ
ン
族
と
﹇彼
ら
と
と
も
に
行
動
し
て
い
た﹈
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
を
目
指
し
て、
軍
を
伴
っ
て
出
陣
し
た。
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
と
フ
サ
イ
ン
族
た
ち
は、
テ
ィ
ー
タ
リ
ー
山
（
99）に
立てこもった。スルターンは 砂漠の方角からの援軍を得 ために使 を寄こ
し
て、
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
を
集
め
る
よ
う
私
に
命
じ
た。
さ
ら
に
ス
ル
タ
ー
ン
は、
//
p.132// ム
ハ
ン
マ
ド
族
の
指
導
者
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
や、
ス
ィ
バ
ー
ウ・
イ
ブ
ン・
ヤ
フ
ヤ
ー
族
の
指
導
者
ウ
ス
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ
（
100）と
い
っ
た
シャイフたちを呼び集めるために書簡をし ためた。その上、彼らの地 近隣
に
拠
っ
て
い
る
イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー
に
も
、
こ
の
件
で
支
援
す
る
よ
う
書
簡
を
書
き
送った。そのため彼は、これらの部族たち 援助し 。　
それで我々はスルターンのもとに向けて西に進み、ティータリー山の南の
カ
ト
フ
ァ
ー
（
101）に
宿
営
し
た。
す
で
に
こ
の
と
き
ス
ル
タ
ー
ン
は、
丘
陵
側
（
102）か
ら
ティータリー山を包囲しており、この一件に片をつけたら、我々とともにビジャーヤに向かう予定だった。こうした知らせがビジャーヤの支配者であるア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
も
と
へ
届
く
と、
彼
は
残
り
の
リ
ヤ
ー
フ
諸
部
族
を
手
な
づ
け、
自
身
は
マ
ス
ィ
ー
ラ
（
103）へ
と
続
く
サ
ニ
ー
ヤ・
ア
ル
＝
キ
サ
ー
ブ
の
一
端
に
陣
を
張った。　
我々がこうした状況にある一方で、ズグバ族のなかの﹇アブー・ハンムー
に対する﹈反対者たちが集結していた。それは、アーミル族の指導者ハーリド・
イ
ブ
ン・
ア
ー
ミ
ル
（
104）や、
ス
ワ
イ
ド
族
の
大
物
で
あ
る
ア
リ
ー
フ
の
一
家
（
105）で
あった。カトファーにあった我々の陣営を彼らが急襲すると、ダーウード族たちは恐れて逃げ出し
、それに続いて我々も遅れてマスィーラへ、さらには
ザーブへと着いた。　
ズグバ族がティータリー山へやってくると、アブー・ザイヤーンやフサイ
ン族と合流して、スルターン・アブー・ハンムーの陣営を攻撃して打ち負かした。スルタ ンは破れてトレムセン 戻 。　
これ以降スルターンは、ズグバ族やリヤーフ族を手なづけた上で、国土を
回
復
し、
父
方
の
従
兄
弟
の
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
に
勝
利
し、
さ
ら
に
は
毎
年
ビ
ジャーヤに対する攻撃を行おう 望み続けた。私はといえば、アブー・ハンムーを支持する立場にあって、アブー・ハンムーとダ ウード族、さらにはチュニスの支配者、スルターンのアブー・イスハーク、後にはその息子ハリド
（
106）との間の関係を取り持っていた。
　
そ
の
後
、
ズ
グ
バ
族
が
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
服
従
を
受
け
入
れ
て
、
彼
に
仕
え
る
ため
に
集
結
し
た
の
で
、
フ
サ
イ
ン
族
と
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
件
に
片
を
つ
け
る
た
め
に
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
ト
レ
ム
セ
ン
を
出
立
し
た
。
そ
れ
は
﹇
七
﹈
七
一
年
末
／
一
三
七
〇
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
　
私は、スルターンの様子を伺い、彼に奉仕するダ ウード族への指示を仰
ぐために、その一部であるウ マ ン・イブ ・ユースフ・イブン・スライマーンの一家とともに、スルタ ンのもとへ赴いた。我々はバトハーでスルターンと会い、アルジェでの集結を約束すると アラブ部族たちは家族のもとへと去って行った。私は、いくつか必要なこ を処理してから合流することにして、彼らが出立した後 そこに残った。私は、バトハーでスルターンと
と
も
に
断
食
明
け
の
祭
り
の
礼
拝
を
行
っ
て、
ス
ル
タ
ー
ン
の
面
前
で
説
教
を
行
っ
た。
//p.133// そ
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
が
礼
拝
の
場
（
107）を
離
れ
る
と
き
に、
祭
り
を
祝
賀
す
る詩を詠み上げて、私はスルターンを鼓舞した。
この住処、それらに朝の挨拶をせよ　
疲弊した駱駝をそれらの前に立ち止まらせよ
廃墟に問いかけてはいけない。あなたの目から　
あふれ落ちる涙が、そこを潤さないならば
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あなたのまぶたはそこに約束をしたのだから　
遠く離れていても﹇涙を﹈惜しまないと
あの一族の人々すべてについてもっと語ろう。おそらくは　
彼らを思い起こすことで心動かされ、そして安らぐこともあるだろう
　　 　　 　　　　　
※※※
旅人にとって、逗留地は悲しいときにはうまく言葉にできない。　
うれしいときにははっきり話せたのに
　
この詩は非常に長いので、これ以外は私の記憶には残っていなかった。
︻マリーン朝スルターン・アブドゥルアズィーズのトレムセン攻略︼　
我々がこうした状況にあった一方 奥マグリブの支配者であるマリーン
朝
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
が、
一
年
間
の
封
じ
込
め
を
行
っ
た
上
で、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
地
方
の
ア
ー
ミ
ル・
イ
ブ
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド・
ヒ
ン
タ
ー
テ
ィ
ー
（
108）の
山
を奪取したという知らせが届いた。スルターンは、アーミルをフェズに送還してから、責め苦を与えて殺害してしまったという。またスルターン・アブドゥルアズィー
ズは、トレムセンの襲撃を決意しているともいう。というの
も、アーミルの拠点を包囲している間、スルターンのアブー・ハンムーがマグリブの境域を獲得してしまったからである。　
こうした知らせが届くと、スルターン・アブー・ハンムーは、それまで進
めていたことを断念して、トレムセンに戻るべく向きを変え 。そしてズグバ諸族に属するアーミ 族のなかでも、彼を支持する一派とともに、砂漠へと脱出することにした。それで 部族 ちを手なずけながら、人員を集めて出発の準備を整え 。こうして犠牲祭を過ごした。　
私
は、
﹇ビ
ス
ク
ラ
の﹈
リ
ヤ
ー
フ
族
の
地
に
向
か
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
に、
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
と
出
立
す
る
許
可
を
ス
ル
タ
ー
ン
に
求
め
た。
事
態
は
//p.134// 風
雲
急
を告げ、諸道が分断され しまっていたからである。スルターンは私に許可を
下
さ
っ
て、
﹇ナ
ス
ル
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル
宛
て
の
書
簡
を
持
た
せてくれた。こうして私は、フナインの
港に向かった。
　
マグリブの支配者（マリーン朝君主アブドゥルアズィーズ）が、軍隊を率
い
て
タ
ー
ザ
ー
（
109）に
陣
を
張
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
が、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ムーのもとに届いた。それを受けてスルターン・アブー・ハンムーは、私の出発後、恐れをなしてトレムセンから逃げ出し 、バトハ を経由して砂漠
へと向かった。　
私は、フナインから船出できなかったため、進退窮まってしまった。私が
フ
ナ
イ
ン
に
い
て、
﹇ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
か
ら
の﹈
預
か
り
物
を
持
っ
て、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
支
配
者
に
届
け
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
情
報
が、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
へ
届
け
ら
れ
た。
こ
れ
は
あ
る
奸
物
が
で
っ
ち
上
げ
た
も
の
で、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
に
知
ら
せ
を
送
っ
た
の
だ
っ
た。
そ
こ
で
ス
ル
タ
ー
ン
は、私の行く手を阻んで預かり物を奪い取るよう、即座にターザーから分隊を派遣し、その間スルターンはトレムセンに向けて進んでいった。フナインにいた私のもとへ分隊が現れる
、情報の真偽を正したが、確認できなかっ
た。それで彼らは、私を のもとへ連行したので、私はトレムセンの近郊でスルター 面会することとなった。　
スルターンは件の事情について、本当のことを言うよう求めたので、私は
彼に確かなところ 報告 た。さらには、私が﹇マリーン朝の﹈地を離れたこ
と
を
糾
弾
し
た
の
で、
マ
リ
ー
ン
朝
の
実
力
者
だ
っ
た
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
と
の
一
件
に
よ
っ
て
釈
明
を
し
た
（
110）。
そ
れ
で
ス
ル
タ
ー
ン
の
マ
ジ
ュ
リ
スの有力者であり、親子二代にわたってスルターンの父の側近を務めたワナズ
マ
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
フ
（
111）や、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
マ
ス
ウ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
マ
ン
デ
ィ
ー
ル・
イ
ブ
ン・
フ
マ
ー
マ
（
112）が、
私
の
釈
明
が
正
し
いと証言してくれた。こうして﹇私は﹈神の厚意に包まれた。　
さらに、スルターンはそのマジュリスで、ビジャーヤの情勢を問いただし
た。スルターンにはビジャーヤを獲得し い意向があると
わかったので、私
がその方法を示すと、 ルターンは大変ご満悦だった。　
こうしてその夜、私は身柄を拘束されたまま過ごしたが、翌日 は釈放さ
れ
た。
そ
れ
で
私
は、
聖
者
の
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
師
（
113）の
修
道
場
に
向
か
い、
そ
こ
に身を寄せることにした。そのまま放っておいてもらえたのなら、私は隠退して学問に専念し いと思っていた。//p.135//
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?????????????????︻アブドゥルアズィーズに協力してアブー・ハンムーを追う︼　
スルターンのアブドゥルアズィーズが、トレムセンに入城してそこを占領
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し、
バ
ト
ハ
ー
に
い
た
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
の
も
と
に
そ
の
知
ら
せ
が
届
く
と、
ア
ブー・ハンムーはそこを逃げ出して、彼の一族や彼を支持するアーミル族とともに、リヤーフ族の地を目指して出立した。　
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
は、
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
を
追
跡
す
る
よ
う、
軍
隊
と
と
も
に
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
（
114）を
派
遣
し
た。
さ
ら
に、
側
近
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
に
よ
る
懐
柔
や
工
作
に
よ
っ
て、
ア
ブ
ー・
ハンムーに対抗すべく、ズグバ族やマアキル族
（
115）を集めた。
　
それからスルターンは考えを巡らせた。それで、ワズィールよりも先に私
をリヤーフ族の地へと派遣し 地盤固めをして、彼らにスルターンを支援させ、
敵
を
除
か
せ
る
こ
と
を
目
論
ん
だ。
私
が
リ
ヤ
ー
フ
族
を
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き、
誰に対しても忠誠を向けさせることができる、と知っていたからである。　
それでスルターンは、ウッバードにある聖者アブー・マドヤンの修道場に
身を引いていた私を呼び出し
た。このときの私は、すでに学問の講義を始め
ており、
﹇政治からの﹈隠退を決意していた。
　
私を親しく接して側近くにおいたスルタ ンは、彼の決意を実行に移すよ
う私に要望した。私はそれに応えるしかなかった。スルター は、私に栄誉の衣と乗馬を下賜された。　
スルターンは、私が伝えるスルターンの指示に従うよう、ダーウード族の
シャイフたちに書簡を送った。さらに、ヤアクーブ・イブン・アリーやイブン・
ム
ズ
ニ
ー
に
も、
上
記
の
件
で
私
に
協
力
し
て、
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
を
//p.136//
アーミル諸部族から引き離して、ヤアクーブ・イブン・アリーの部族へ引き渡すようにと書簡を送った。　
そ
れ
で
私
は、
ス
ル
タ
ー
ン
に
別
れ
を
告
げ
て、
﹇七﹈
七
二
年
の
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
（
116）／
一
三
七
〇
年
八
月
四
日
の
と
き
に
出
発
し
た。
バ
ト
ハ
ー
で、
軍
隊
や、
マ
ア
キ
ル
族
や
ズ
グ
バ
族
と
い
っ
た
ア
ラ
ブ
諸
部
族
を
率
い
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
追
い
つ
く
と、私は彼と面会して、スルターンからの書簡を渡し
た。
　
その後、私が彼に先行して出発したときには、ワナズマールが私を見送っ
て
く
れ、
弟
ム
ハ
ン
マ
ド
（
117）の
こ
と
を
私
に
託
し
た。
と
い
う
の
も
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ムーは、ムハンマドたちの離反を感じ取り、彼 がマグリブへ逃亡しようとしているのではないかと察知したとき 、彼を捕らえ その後アブー・ハンムーは、ムハンマドを捕われ 身のままトレムセ 連れ出して 自らの陣営に連行させたのだった。それゆえ、このときワナズマールは、ムハンマドを救い出すことについて、できる限り ことをしてやってくれと、私に
念を押したのだった。　
またワナズマールは、スワイド族の一団とともに、自分の兄弟イーサーの
息
子
（
118）を
私
と
と
も
に
派
遣
し
て、
私
を
警
護
さ
せ、
さ
ら
に
は
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン（ザイヤーン朝の王族）を追放するようフサイン族を促そうとした。それで我々は、一団となって進み、フサイン族のもとへと到着した。イーサーの息子ファラフは、父方のおじ
であるワナズマールの助言を彼らに伝えた。す
る
と
フ
サ
イ
ン
族
は、
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
に
対
す
る
盟
約
を
破
棄
し
た。
そ
れ
で、
アブー・ザイヤーンをリヤーフ族の地へと送り届け、ヤフヤー・イブン・アリ
ー・
イ
ブ
ン・
ス
ィ
バ
ー
ウ
の
一
族
（
119）の
も
と
に
留
ま
る
人
員
を、
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤーンに付けて送り出した。こうして彼らフサイン族は、アブー・ザ ヤーン
を
連
れ
て
荒
野
を
奥
深
く
進
ん
だ。
一
方
私
は、
リ
ヤ
ー
フ
族
の
地
へ
の
旅
を
続
け
た。　
私はマスィーラに到着すると、スルターン・アブー・ハンムーとリヤーフ
諸部族が、ダーウード族のなかのスィバーウ・イブン・ヤフヤー族の地にある、
マ
ス
ィ
ー
ラ
の
近
く
に
陣
を
張
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た。
こ
の
と
き
す
で
に
ア
ブー・ハンムーは、リ フ を集めるために金品をばらまい おり 彼らはアブー・ハンムーのもとへ次々と集結していた。　
しかし私がマスィーラにいることを知る 、リヤーフ族は私のところへと
やってきたので、私はスルターン
・アブドゥルアズィーズに従うよう彼らを
促
し
た。
さ
ら
に
私
は、
//p.137// 彼
ら
の
主
立
っ
た
人
々
や
シ
ャ
イ
フ
た
ち
を、
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
の
も
と
へ
送
っ
た。
彼
ら
は、
ワ
ー
ス
ィ
ル
川
の
ほ
と
り
の
ダ
イ
ラ
ム
族
の
地
で
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
落
ち
合
い、
﹇ス
ル
ターン・アブドゥルアズィーズへの﹈服従を示した。さらには、敵を追跡して彼らリヤーフ族の地へ入ろうとワズィー を促した。こうしてワズィールは、彼らとともに出発した。　
一方私は、マスィーラからビスクラに先に到着し、そこでヤアクーブ・イ
ブン・アリーと面会した。彼とイブン・ムズニー 、スルターン（マリーン朝君主アブドゥルアズィーズ）に従うことに同意した。　
それでヤアクーブ・イブン・アリーは、アブー・ハンムーとアーミル族の
指
導
者、
ハ
ー
リ
ド・
イ
ブ
ン
･
ア
ー
ミ
ル
ら
と
面
会
し、
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
イ
ブ
ン・
ア
リーの地に滞在し、スルターンのアブドゥルアズィーズ 地から遠ざけさせるために、息子のムハンマドを派遣した。ムハンマドは、マスィ ラから砂漠
へ
と
降
り
て
い
く
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
を
発
見
し
た。
ダ
ウ
サ
ン
（
120）で
ア
ブ
ー・
ハ
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ンムーと面会すると、そこで一晩をかけて、シバーウ族の地を離れて、ザーブ東部にある彼らの地へと移動するよう提案し、そのまま朝を迎えた。　
その日も午後遅くなって、突然、山道の出口から土埃が舞い上がった。彼
らが騎乗して状況を確認しにいくと、山道から騎馬の先陣が姿を現した。さらに続いてマリーン朝の軍隊、マアキル族、そしてズグバ族が現れた。その背
後
に
は、
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
が
い
た。
マ
スィーラか 私が派遣したスィバーウ族が すでに彼らに道 内をしていの
だ
っ
た。
﹇ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
側
の﹈
宿
営
を
見
渡
し
て
か
ら、
彼
ら
は
日
没
と
と
もに襲撃した。　
アーミル族は恐れをなして逃げ出し、スルターン・アブー・ハンムーの宿
営が襲われて、荷駄や財物が略奪された。アブー・ハンムー自身は夜陰に乗じて逃亡した。その子供や妻たちもちりぢりになって ま 数日後になって
よ
う
や
く、
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
の
も
と
に
た
ど
り
着
け
た。
﹇そ
の
後
ア
ブ
ー・
ハ
ンムー側は﹈砂漠地帯にあるムサーブ
（
121）の諸城砦に集結した。
　
一
方、
﹇マ
リ
ー
ン
朝
の﹈
軍
隊
や
ア
ラ
ブ
族
の
手
に
は、
略
奪
品
が
溢
れ
て
い
た。
//p.138// ﹇ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
の
弟﹈
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
フ
は、
こ
う
し
た
怒
号
（
122）の
響
き
わ
た
る
な
か
を
逃
げ
出
し
た。
と
い
う
の
も
彼
の
身
柄
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
者
た
ち
が、
彼
を
解
放
し
た
か
ら
だ
っ
た。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル（ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
ガ
ー
ズ
ィ
ー）
と
兄
の
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
の
も
と
へ
行
く
と、
しかるべき手厚い出迎えを受けた。　
ワズィ ル・アブー・バクル・イブン・ガ ズィー 、数日間ダウサンに
滞在して休息をとった。そこへ、イブン・ムズニーが服従の意思を示すために使者を派遣し、さらに糧秣を送って彼を援けた。こうしてワズィ ルはマグリブへと戻っていった。　
私
は、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
去
っ
た
後、
し
ば
ら
く、
家
族
と
と
も
に
ビ
ス
ク
ラ
に
残
っ
た。
そ
れ
か
ら
私
は、
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の
大
規
模
な
使
節
団
と
と
も
に、
ス
ル
タ
ー
ン
（ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ）
の
も
と
へ
出
発
し
た。
そ
の
先
頭
に
は、
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
の
兄
弟
の
ア
ブ
ー・
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（
123）や、
そ
の
他
主
立
っ
た
者
た
ちの一団がいた。　
ワズィールよりも一足早く、我々がトレムセンに到着して、スルター の
面前に進み出ると、類を見ないような沢山の贈り物や名誉が与 られ、十二分に歓待された。　
その後我々に続いて、ワズィールのアブー・バクル・イブン・ガーズィー
が、
砂
漠
の
道
を
通
っ
て
到
着
し
た。
道
中、
ア
ー
ミ
ル
族
の
諸
城
砦
に
立
ち
寄
っ
て、
そ
れ
ら
を
破
壊
し
て
き
た
の
だ
っ
た。
ワ
ズ
ィ
ー
ル
が
ス
ル
タ
ー
ン
に
謁
見
し
た
日
は、
大変な人出で賑わっていた。　
その後スルターンは、ダーウード族の使節団が自分たちの土地へ出発する
こ
と
を
許
し
た。
そ
れ
ま
で
は、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
ス
ル
タ
ー
ン
の
側
近
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル・
イブン・アリーフの到着を待 のだった。彼らがスルターンに別れを告げると、スルターンは限りを尽くして
彼らに最後のもてなしをした。こう
して彼らは自分たちの地へと出発していっ　
さて、それからスルターンは、アブー・ザイヤ ンをダーウード諸部族の
もとから連れだそうと一計を案じた。彼がフサイン族のもとに戻ることを恐れ
て
の
こ
と
だ
っ
た。
こ
の
件
に
つ
い
て、
ス
ル
タ
ー
ン
は
私
に
相
談
し
て、
ア
ブ
ー・
ザイヤーンを彼らのもとから出立させようと、私をダーウード諸部族のもとに送り込んだ。こうして私 、彼らのもとに向けて出発した。　
このときのフサイン諸部族は、スルターンの脅威を感じて疎ましく思うよ
うになっていた。ワズィールに同行した戦いから帰還し 一族のもとへ戻った
フ
サ
イ
ン
諸
部
族
は、
//p.139// ﹇ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の﹈
ヤ
フ
ヤ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
リー族のところからアブ ・ザイヤーンを急いで呼んで、自分たちの間に滞在させて保護した。こうしてフサイン族は、ア ー ハンムー時代の不服従の状態へと戻った。　
中
央
マ
グ
リ
ブ
に
戦
火
が
燃
え
上
が
っ
た。
す
る
と、
マ
グ
ラ
ー
ワ
族
（
124）の
地
に
お
いて、王家のなかから一人の少年が彗星のごとく現 た。 れが ムザ・イブ
ン・
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ラ
ー
シ
ド
（
125）だ
っ
た。
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ガ
ー
ズィーが、マグラーワ族の地に滞在し とき、彼はワズィールの陣営ら
逃
げ
出
し、
シ
ャ
ラ
フ
地
方
や
自
分
た
ち
一
族
の
地
を
支
配
し
た。
ス
ル
タ
ー
ン
は、
彼と戦うために ワズィ ル・ウマル・イブン・マスウードを軍隊とともに派遣したが、手の施しようがない状態だった。私はビスクラに孤立してしまい、スルターンとは書簡のやりとりができるだけだ た。︻イブン・ハティーブのグラナダ出奔︼　
こ
う
し
て
私
が
ビ
ス
ク
ラ
に
い
た
日
々、
ア
ン
ダ
ル
ス
か
ら
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
逃
亡
し、
ト
レ
ム
セ
ン
に
い
る
ス
ル
タ
ー
ン（マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ドゥルアズィーズ）のもとへやってきたという知らせ 届いた。スルターン（ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世）
が
彼
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
専
横
が
目
立
つ
よ
う
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になり、また﹇スルターンの﹈とりまき連中の間に﹇イブン・ハティーブに対する﹈中傷が増えてきたために、イブン・ハティーブはスルターンに恐れを抱いたのだった
（
126）。
　
そ
れ
で
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
﹇ナ
ス
ル
朝
の﹈
ス
ル
タ
ー
ン
の
許
可
を
得
て、
マグリブの境域での視察のための旅を行った。港を守る錠前であるジブラルタ
ル
（
127）を
目
前
に
す
る
と
//p.140// 、
そ
の
な
か
に
入
っ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
手
に
は、
そ
こ
の
指
揮
官
に
宛
て
た、
彼
を
受
け
入
れ
よ
と
い
う
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の
書
付
が
あ
っ
た。
そ
し
て
た
だ
ち
に、
セ
ウ
タ
へ
と
海
を
越
え
て、そこからトレムセンに るスルターンのもとへと向かったのだった。　
たくさんの人が出迎えるなかで、トレムセンに到着したイブン・ハティー
ブ
は、
ス
ル
タ
ー
ン
の
面
前
に
進
み
出
た
（
128）。
ス
ル
タ
ー
ン
は、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブを歓待し 側近くに迎え入れ、類を見ないほどの恩恵を施し与えた。　
こうしてイブン・ハテ
ィーブは、自らの現況を伝える手紙を、トレムセン
から私に送ってよこした。その手紙では、彼の耳に届い ことに対する非難が言及されていた。それは、前述のアンダルス ついてのことである。 かし、いまや の手元には、彼の手紙はなくなってしまった。それに対する私の返答の内容は、以下の通りである　︻註︼
（
1）
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
の
こ
と。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４」
、九一頁、註六二参照。
（
2）
ビジャーヤに割拠していたハフス家の王族。イブン・ハルドゥーンがハージブとし
て
仕
え
て
い
た
が、
一
三
六
六
年、
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
攻
め
殺
さ
れ
た。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
七
一
頁、
註
一
五
八
お
よ
び「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン自伝４」
、八五―八八頁参照。
（
3）
コンスタンティーヌに割拠していたハフス家の王族で、後にハフス朝を統一するア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
二
世
の
こ
と。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
七
一
頁、
註
一五
一参照。
（
4）
R
ashsha. ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
近
郊
の
平
地
で
あ
ろ
う。
R
īsha と
綴
る
史
料
も
あ
る
（
Ibn Q
unfudh, 
al-F
ārisīya fī m
abādi’ al-daw
la al-ḥafṣīya, ed. M
uḥam
m
ad al-S
hādhilī, T
unis: al-D
ār al-
T
ūnisīya, 1968, pp. 185-186 ）。
（
5）
A
ḥyā’ Z
ughba. リ
ヤ
ー
フ
族、
ア
ス
バ
ジ
ュ
族
と
並
ぶ、
ヒ
ラ
ー
ル
族
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
主
要
な
一
派。
主
と
し
て
中
央
マ
グ
リ
ブ
で
活
動
し、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
に
反
抗
し
た
り、
逆
に
助力したりして、大きな影響力を行使した
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 40ff. ）。すぐ後に述
べられているように 多くの下位集団から構成されていた。
（
6）
bilād Ḥ
uṣayn. フ
サ
イ
ン
族
は
ズ
グ
バ
族
の
下
位
集
団
で、
テ
ィ
ー
タ
リ
ー
山
か
ら
マ
デ
ィ
ー
ヤにかけての地域を活動範囲としていた
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 43 ）。
（
7）
B
anū ‘Ā
m
ir; B
anū Y
a‘qūb; S
uw
ayd; al-D
ayālim
; al-‘A
ṭṭāf; al-Ḥ
uṣayn. いずれも、アラ
ブ
遊
牧
民
で
ズ
グ
バ
族
の
下
位
集
団。
ア
ー
ミ
ル
族
は、
ト
レ
ム
セ
ン
の
南
方
を
活
動
地
と
し
て
い
た。
彼
ら
の
活
動
地
が
ズ
グ
バ
系
遊
牧
民
の
う
ち
一
番
端
に
位
置
し、
そ
の
先
は
マ
ア
キ
ル
族
の
活
動
地
だ
っ
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 51-56 ）。
ヤ
ア
ク
ー
ブ
族
は
そ
の
支
族
か。
ス
ワ
イ
ド
族
は
シ
ャ
ラ
フ
川
下
流
の
バ
ト
ハ
ー
や
そ
の
南
方
の
山
岳
地
帯、
ダ
イ
ラ
ム
族
お
よ
び
ア
ッ
タ
ー
フ
族
は
シ
ャ
ラ
フ
川
流
域
の
ミ
ル
ヤ
ー
ナ
一
帯
を
活
動
地
と
し
て
い
た
（
al-‘Ibar, 
vol. 6, pp. 44-49 ）。
（
8）
A
bū Z
ayyān M
uḥam
m
ad ibn A
bī S
a‘īd ‘U
thm
ān ibn ‘A
bd al-R
aḥm
ān. ザイヤーン朝君
主
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・
ウ
ス
マ
ー
ン
二
世
の
子。
一
三
五
二
年、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
ト
レ
ム
セ
ン
征
服
に
際
し
て
父
が
殺
さ
れ、
彼
自
身
も
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
死
後、
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
が
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
を
復
興
さ
せ
る
と、
こ
れ
を
牽
制
す
る
た
め
の
手
駒
と
し
て
様
々
な
勢
力
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム、
中
央
マ
グ
リ
ブ
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民、
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
な
ど
の
も
と
を
転
々
と
し
た。
本
文
当
時
は、
か
つ
て
の
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
に
招
か
れ
て
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
に
向
か
う
途
上
で
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
捕
ら
え
ら
れ
た
た
め、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 125-126, 128-129 ）。この後、アブー・ザイヤーンはアラブ遊牧
民
フ
サ
イ
ン
族
と
行
動
を
共
に
し、
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
や
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ら
ト
レ
ム
セ
ン
の
支
配
者
に
反
抗
を
続
け、
最
終
的
に
は
チ
ュ
ニ
ス
に
落
ち
着
い
た
（本訳稿九〇、
九二頁
; al-Ta‘rīf, pp. 152-155; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 130-140 ）。
（
9）
B
ashīr （一
三
七
六
―
七
年
没）
。
奴
隷
出
身
で
ハ
フ
ス
家
の
宮
廷
で
育
て
ら
れ、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
仕
え
た。
彼
が
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
か
ら
追
放
さ
れ
た
際
に
も
付
き
従
っ
た。
軍
事
に
す
ぐ
れ、
し
ば
し
ば
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
か
ら
軍
の
指
揮
を
任
さ
れ
た。
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
チ
ュ
ニ
ス
を
占
領
し
て
ハ
フ
ス
朝
を
統
一
し
息
子
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
太
守
に
任
命
す
る
と、
そ
の
後
見
役
と
な
り
没
す
る
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 386-387; 
Ibn Q
unfudh, al-F
ārisīya, pp. 184, 186-187 ）。
（
10）
原
文
は
B
anī ‘A
bd al-Jabbār で
あ
る
が、
同
じ
事
件
に
つ
い
て
述
べ
る
al-‘Ibar で
は、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
族
の
山
裾
（
safḥ jabal B
anī ‘A
bd al-Jabbār ）
と
あ
る
の
で、
こ
ち
ら
の方が正確であろう
（
al-‘Ibar, vol. 7, p. 129 ）。アブドゥルジャッバール族について
は不詳。
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（
11）
原
文
は、
aqṣā m
akān-him
 m
in al-m
u‘askar で
あ
り、
軍
営
地
の
う
ち
最
も
遠
い
場
所
と
解
す
る
か、
あ
る
い
は
軍
営
地
か
ら
最
も
遠
い
場
所
と
解
す
る
か
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る。
し
か
し、
こ
こ
で
い
う
遊
牧
ア
ラ
ブ
と
は、
文
脈
か
ら
判
断
し
て、
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
に
率
い
ら
れ
て
い
た
軍
の
一
部
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば、
彼
ら
遊
牧
ア
ラ
ブ
は
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
の
軍
営
地
に
居
た
と
見
な
す
の
が
自
然
で
あ
り、
訳
文
で
は前者の解釈に従うことにした。
（
12）
ザ
ー
ブ
地
方
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の
指
導
者。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４」
、九八頁、註一七五参照。
（
13）
A
ḥm
ad ibn Y
ūsuf ibn M
uznī. ビ
ス
ク
ラ
を
支
配
す
る
ム
ズ
ニ
ー
家
の
当
主。
一
三
六
五
年、
父
ユ
ー
ス
フ
の
死
に
よ
っ
て
そ
の
後
を
継
い
で
ビ
ス
ク
ラ
の
支
配
者
と
な
っ
た。
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝、
マ
リ
ー
ン
朝、
ハ
フ
ス
朝
な
ど
様
々
な
勢
力
に
忠
誠
を
示
し
つ
つ
事
実
上
の
独
立
を
保
っ
た
が、
一
四
〇
一
―
二
年、
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ー
リ
ス
に
ビ
ス
ク
ラ
を
攻
め
落
と
さ
れ、
チ
ュ
ニ
ス
へ
と
連
行
さ
れ
た。
こ
れ
に
よ
っ
て
約
一
世
紀
半
に
及
ん
だ
ム
ズ
ニ
ー
家
の
ビ
ス
ク
ラ
支
配
は
終
焉
を
迎
え
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 412; al-Z
arkashī, Ta’rīkh al-daw
-
latayn al-M
uw
aḥḥidīya w
a al-Ḥ
afṣīya, ed. al-Ḥ
usayn al-Y
a‘qūbī, T
unis: al-M
aktaba al-
‘A
tīqa, 1998, p. 245 ）。
本
文
に
あ
る
よ
う
に、
一
三
六
六
年
の
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
陥
落
に
よ
り
行
き
場
を
失
っ
た
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
を
保
護
し
た。
そ
の
後、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
や
近
隣
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
と
共
に
中
央
マ
グ
リ
ブ
の
政
情
に
介
入
し
た。
し
か
し、
や
が
て
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
の
関
係
は
悪
化
し、
一
三
七
二
年
に
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
ビ
ス
ク
ラ
を
去
る
こ
と
に
な
る
（
al-Ta‘rīf, p. 216 ）。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
彼
に
つ
い
て、
度
量
の
大
き
い
父
ユ
ー
ス
フ
と
比
較
し
て
見
栄
を
張
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
り、
二
人
の
関
係
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 412 ）。
な
お、
彼
の
父
ユ
ー
ス
フ
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４」
、
八
九
頁、
註
一八参照。
（
14）
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
の
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
を
含
む
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
大
規
模
な
一
派。
「イブン・ハルドゥーン自伝４」
、九八頁、註一七三参照。
（
15）
原文は
R
ajab al-fard
であり「一なるラジャブ」というほど
の意味。ラジャブ月は、
そ
の
前
に
も
後
に
も
他
の
神
聖
月
が
来
な
い
唯
一
の
神
聖
月
で
あ
る
た
め
に
そ
う
呼
ば
れ
る。
な
お
神
聖
月
は、
ラ
ジ
ャ
ブ
月
以
外
に
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月、
ズ
ー・
ア
ル
カ
ア
ダ
月、
ズ
ー・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
な
ど
が
あ
る
（
E. W
. Lane, A
rabic-E
nglish L
exicon, London, 1877, p. 
1034 ）。
（
16）「イブン・ハルドゥーン自伝４」
、九八頁、註一七三参照。
（
17）
ザイヤーン朝君主アブー・ハンムーが、従兄弟アブー・ザイヤーンを攻撃するために協力を求めたときのことを指す。本訳稿九〇頁参照。
（
18）
A
bū Z
akariyā’ Y
aḥyā ibn M
uḥam
m
ad ibn K
haldūn （一
三
三
三
―
四
〜
一
三
七
八
―
九
年）
。
兄
と
同
じ
く
文
才
を
も
っ
て
マ
グ
リ
ブ
各
地
の
宮
廷
に
仕
え
た
文
人。
チ
ュ
ニ
ス
生
ま
れ。
故
郷
を
離
れ
た
経
緯
は
不
明
だ
が、
一
三
六
〇
年
に
は
兄
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
と
も
に
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
て
お
り、
マ
リ
ー
ン
朝
の
支
援
を
得
た
ハ
フ
ス
家
の
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ドゥッラーに同行してビジャーヤ遠征に向かっている
（「イブン・ハルドゥーン自
伝
４」
、
八
七
頁）
。
四
年
後
に
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
手
に
入
れ
る
と
ア
ン
ダ
ル
ス
か
ら
兄
が
合
流
し、
そ
の
後
は
兄
弟
共
に
彼
に
仕
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る。
一
三
六
六
年
の
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
陥
落
後
は、
本
文
に
あ
る
と
お
り
ブ
ー
ナ
に
幽
閉
さ
れ
た
が、
ま
も
な
く
し
て
ビ
ス
ク
ラ
に
い
た
兄
と
再
度
合
流
し
た。
本
文
中
の
い
き
さ
つ
に
よ
り、
一
三
六
八
年
に
ト
レ
ム
セ
ン
に
向
か
い
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
の
書
記
と
な
っ
た。
一
三
七
〇
年
の
マ
リ
ー
ン
朝
に
よ
る
ト
レ
ム
セ
ン
占
領
後
は
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が、
一
三
七
四
年
に
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
即
位
す
る
と、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
に
帰
参
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た。
同
じ
頃
に
兄
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
も
フ
ェ
ズ
か
ら
グ
ラ
ナ
ダ
に
移
っ
て
お
り、
兄
弟
共
に
新
君
主
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
の
折
り
合
い
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
al-Ta‘rīf, pp. 225-226 ）。
ト
レ
ム
セ
ン
で
は
再
び
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
の
書
記
を
務
め
た
が、
王
子
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
の
恨
み
を
買
い、
一
三
七
八
- 九
年
に
殺
害
さ
れ
た
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 140-141 ）。
著
作
に
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
歴
史
を
扱
っ
た
B
ughyat al-ruw
w
ād
が
あ
る。
cf. E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “Ibn 
K
haldūn, A
bū Z
akariyyā’ Y
aḥyā”; ‘A
bd al-Ḥ
am
īd al-Ḥ
ājjīyāt, “M
uqaddim
a,” in Y
aḥyā ibn 
K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād fī dhikr al-m
ulūk m
in B
anī ‘A
bd al-W
ād, A
lgiers: al-M
akta-
ba al-W
aṭanīya, 1980, pp. 7-76.
（
19）「イブン・ハ
ルドゥーン自伝２」
、四五頁、註八参照。
（
20）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六三頁、註五九参照。
（
21）
ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
こ
と。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４」
、
九
四
頁、
註一一三参照。
（
22）
こ
の
書
簡
は、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
自
身
も
自
著
の
中
で
引
用
し
て
い
る
（
Ibn al-K
haṭīb, 
al-Iḥāṭa fī akhbār G
harnāṭa, ed. M
uḥam
m
ad ‘A
bd A
llāh ‘Inān, C
airo: M
aktabat al-
K
hānjī, 1973-78, vol. 4, pp. 593-600 ）。
（
23）
Jinn. イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
超
自
然
的
存
在、
精
霊。
ア
ラ
ビ
ア
半
島
で
は
ジ
ン
の
存
在
は、
前
イ
ス
ラ
ー
ム
期
か
ら
崇
拝
対
象
や
沙
漠
の
精
霊
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た。
ク
ル
ア
ー
ン
に
も
そ
の
名
は
記
さ
れ
て
お
り、
煙
の
な
い
火
炎
か
ら
の
被
造
物
（『ク
ル
ア
ー
ン』
第
五
五
章
第
一
五
節）
、
ソ
ロ
モ
ン
王
の
配
下
（『ク
ル
ア
ー
ン』
第
三
四
章
第
一
二
―
第
一
四
節）
、
人
間
に
さ
さ
や
い
て
悪
を
勧
め
る
（『ク
ル
ア
ー
ン』
第
一
一
四
章
第
六
節）
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る。
ジ
ン
に
憑
か
れ
た
者
は
マ
ジ
ュ
ヌ
ー
ン
と
呼
ば
れ、
こ
の
語
は「狂
人」
一
般
を
さ
す
も
の
と
し
て
も
使
わ
れ
る。
『千
夜
一
夜
物
語』
で
は
ア
ラ
ジ
ン
に
従
う
魔
物
と
し
て
登
場
す
る
。
人
に
幸
福
を
も
た
ら
す
場
合
も
あ
る
が、
意
図
的
で
あ
る
か
否
か
に
か
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か
わ
ら
ず
人
間
が
ジ
ン
に
危
害
を
加
え
れ
ば、
復
讐
と
し
て
災
厄
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
（「ジ
ン」
『岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典』
）。
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
手
紙
の
こ
の
一
節
は、
要
す
る
に、
ア
ラ
ブ
人
の
間
に
伝
統
的
に
流
布
し
て
い
る
ジ
ン
に
ま
つ
わ
る
民
間
信
仰
を
踏
ま
え
て、彼のイブン・ハルドゥーンへの思いを表現したものである。
（
24）
‘A
bd R
aḥm
ān. イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
名
（イ
ス
ム）
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
‘A
bd 
al-R
aḥm
ān
を指す。
（
25）
nūn al-nu’ā; m
īm
 al-m
aw
qid; thā’ al-athāfī al-m
uthallatha. 
こ
の
一
文
は、
「溝」
「炉」
「五徳」の頭文字を用いたある種の言葉遊びとなっている。
（
26）
aqilla ishtiyāqan ayyuhā al-qalb innam
ā ra’aytu-ka tuṣfī al-w
udd m
an laysa jāziyan. この
詩
は
ム
タ
ナ
ッ
ビ
ー
の
作
で
あ
る。
ム
タ
ナ
ッ
ビ
ー
の
詩
の
原
文
で
は
rubbam
ā と
あ
る
部
分
が、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
よ
る
引
用
で
は
innam
ā と
な
っ
て
お
り、
基
本
的
な
意
味
は
変
わ
ら
な
い
が
よ
り
強
調
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
A
rthur W
orm
houdt  
ed., T
he D
iw
an of A
bu Tayyib A
hm
ad Ibn A
l-H
usayn A
l-M
utanabbi, C
hicago, 2002, p. 
416-17 ）。
な
お、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
自
伝
の
中
で
ム
タ
ナ
ッ
ビ
ー
の
詩
を
学
ん
だ
ことに言及している
（「イブン・ハルドゥーン自伝２」三九頁）
。
（
27）
ウ
マ
イ
ヤ
朝
期
の
詩
人
Jam
īl ibn ‘A
bd A
llāh ibn M
u‘am
m
ar al-‘U
dhrī の
詩
で
あ
る
（
A
bū 
al-F
araj al-Iṣbahānī, K
itāb al-A
ghānī, C
airo: D
ār al-K
utub, 1963, vol. 1, p. 116 ）。
 
（
28）
fa-law
lā ‘asā al-rajā’. ‘asā を「きっと」と訳出した。
（
29）
アラビア文字のアリフは槍のような直線形であり、ヌーンは上に口を開いた湾曲の弓形の上に点を一つ打った形である。
（
30）
al-jiw
ār. ジ
ワ
ー
ル
は、
保
護・
隣
人
性
を
意
味
す
る
（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., 
A
rticle on “D
jiw
ār” ）。
ア
ラ
ブ
の
部
族
社
会
で
は
伝
統
的
に、
あ
る
部
族
が「隣
人」
と
し
て
保
護
を
与
え
た
人
間
や
あ
る
部
族
の
領
地
に
逃
げ
込
ん
だ
人
間
に
対
し
て
は
外
部
の
人
間
が
干渉することを許さないという制度ないし慣習が った。
（
31）
al-Y
azanī. いかなる部族名か詳細不明。
（
32）
イブン・ハルドゥーンは「ザジュルという占いは、鳥ある は動物が現れたとき
﹇そ
の
様
子
か
ら﹈
超
自
然
的
な
こ
と
を
語
る
も
の
で、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
特
定
の
人
々
に
起
こ
る
の
で
あ
る。
こ
の
占
い
師
は、
鳥
や
動
物
が
去
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
で、
そ
の
意味について考える」と述べている
（『歴史序説』第一巻、二八二頁）
。
（
33）
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
木
々
の
根
元
Q
arārat al-N
akhīl は
ビ
ス
ク
ラ
の
こ
と。
ビ
ス
ク
ラ
は、
ナ
ツ
メヤシの木が多かったため、
B
iskrat al-N
akhīl と呼ばれた。
（
34）
thāniyat H
ajar. 正
し
く
は
ハ
ジ
ャ
ル
の
第
二
で
あ
る
が、
日
本
語
と
し
て
の
表
現
上、
第
二
の
ハ
ジ
ャ
ル
と
訳
出
し
た。
ハ
ジ
ャ
ル
は、
ハ
サ
ー
al-Ḥ
asā と
呼
ば
れ
る
東
部
ア
ラ
ビ
ア
の
オ
ア
シ
ス
群
の
別
名
で
あ
る。
中
世
初
期
以
降、
こ
の
オ
ア
シ
ス
地
域
一
帯
は
ハ
ジ
ャ
ル
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
ハ
ジ
ャ
ル
は
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
産
出
量
が
豊
富
な
た
め、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
収
穫
量
が
多
い
ビ
ス
ク
ラ
を
さ
し
て
第
二
の
ハ
ジ
ャ
ル
と
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
（
E
ncy-
clopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “al-Ḥ
asā” ）。
（
35）「ビ
ス
ク
ラ
（
B
iskra ）」
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
綴
り
を、
子
音
弁
別
点
を
変
化
さ
せ
て
読
む
と
「感謝する
（
Tashkuru-hu ）」となる。
（
36）『ク
ル
ア
ー
ン』
第
九
〇
章
第
一
―
第
二
節
（日
本
語
訳
は
井
筒
訳『コ
ー
ラ
ン』
下
巻、
二八三頁）
。
（
37）
アラブの社会では、伝統的な治療法として、疥癬を患ったラクダの患部にタールを塗る習慣があった。
（
38）
badr al-nādī. al-nādī は
人
々
が
集
ま
る
た
め
の
場
所、
マ
ジ
ュ
リ
ス
（会
合）
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る。
従
っ
て
badr al-nādī は
字
義
的
に
は
マ
ジ
ュ
リ
ス
（会
合）
の
満
月
と
い
っ
た
程
度
の
意
味
で
あ
る
が、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る。
（
39）
Ḥ
anduj al-M
urrī の
詩
の
一
節。
ハ
ズ
ン
Ḥ
azn
は、
イ
ラ
ク
の
ク
ー
フ
ァ
地
方
の
ヤ
ル
ブ
ー
ウ
族
B
anū Y
arbū‘ の
居
住
地。
ま
た、
ス
ー
ル
Ṣ
ūl は
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
北
麓、
現
在
の
ダ
ゲ
スタンに位置するデルベントのことである
（
Y
āqūt, M
u‘jam
 al-buldān, 5 vols, B
eirut, 
1984, vol. 2, pp. 254-255, vol.3, p. 435 ）。ただし、ハズンとスールに言及したこの詩
が
引
用
さ
れ
た
の
は、
詩
の
前
に
散
り
ば
め
ら
れ
た「悲
し
み
ḥuzn 」、「我
々
は
攻
撃
す
る
naṣūl 」、「矢
じ
り
nuṣūl 」
と
い
っ
た
文
言
と「ハ
ズ
ン
Ḥ
azn 」「ス
ー
ル
Ṣ
ūl 」
と
い
っ
た
地
名
と
を
か
け
る
た
め
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る。
従
っ
て、
ハ
ズ
ン
と
ス
ー
ル
に
は、
悲
し
み、
敵
意
と
い
っ
た
心
理
的
な
距
離
感
の
意
味
合
い
も
象
徴
的
に
込
め
ら
れ
て
お
り、
こ
の
手
紙
の
中
に
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
言
葉
遊
び
の
一
つ
と
見
な
す
べ
きであろ
う。
（
40）
ここではハディース学の用語が用いられている。サヒーフとは、預言者の言行を伝
え
る
伝
承
と
し
て
信
憑
性
が
高
い
も
の
を
指
す。
一
方、
ガ
リ
ー
ブ
は
サ
ヒ
ー
フ
で
は
あ
っ
ても単一の伝承経路でのみ伝わっているハディースを指す。
（
41）
サ
ヌ
ア
は
イ
エ
メ
ン
の
町。
職
人
の
技
術
の
優
秀
さ
が
地
名
の
由
来
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る。
す
な
わ
ち、
ṣan‘a （職
人
技
術）
か
ら
Ṣ
an‘ā’ （サ
ヌ
ア）
の
名
称
が
派
生
し
た
の
で
あ
る
（
Y
āqūt, M
uʻjam
 al-buldān, vol. 3, pp. 425-431 ）。
（
42）
今日のイラン西部ホーゼスターン地方に位置する町トゥスタルのことで、際立った
黄
色
に
輝
く
衣
服
や
タ
ー
バ
ン
が
作
ら
れ
て
い
た
（
Y
āqūt, M
uʻjam
 al-buldān, vol. 2, pp. 
29-31 ）。
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
で
タ
ス
ト
ゥ
ル
と
母
音
符
号
を
付
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て、
校訂者は押韻散文で韻を整える必要があるためと考えてい 。
（
43）『ク
ル
ア
ー
ン』
第
五
章
第
三
二
節
の
一
部
に「誰
か
他
人
の
生
命
を
一
つ
で
も
救
っ
た
者
は
あ
た
か
も
全
人
類
を
一
度
に
救
っ
た
の
と
同
等
に
見
な
さ
れ
る」
と
あ
る
（日
本
語
訳
は
井
筒
訳『コーラン』上巻、一五一
頁）
。
97 イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）
イブン・ハルドゥーン自伝 5
（
44）
この部分は、バッシャール・イブン・ブルドの詩の後半部分で、前半の「貴女は私
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た。
永
遠
の
中
で
一
度
だ
け」
に
続
く
も
の
で
あ
る
（
A
bū al-F
aḍl 
A
ḥm
ad al-M
īdānī, M
ajm
a‘ al-am
thāl, ed. A
ḥm
ad ʻA
lī Ḥ
asan &
 Ṭ
āriq al-A
shhab, C
airo, 
2011, p.112 ）。雄鶏は一度だけ卵を産むものと言われていた。バッシャール・イブ
ン・
ブ
ル
ド
は、
八
世
紀
の
バ
ス
ラ
生
ま
れ
の
有
名
な
ア
ラ
ブ
詩
人
で、
祖
先
は
イ
ラ
ン
東
部
出
身。
若
く
し
て
詩
才
に
恵
ま
れ、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
つ
い
で
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
宮
廷
詩
人
と
し
て
活躍した
（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “B
ashshār b. B
urd” ）。
（
45）
ス
ー
サ
は
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
東
部
の
港
町
で、
文ア
ダ
ブ
芸
に
精
通
し
た
人
を
輩
出
し
て
い
る
（
Y
āqūt, M
uʻjam
 al-buldān, vol. 3, pp. 281-283 ）。
（
46）
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
は、
ア
ラ
ブ
の
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
族
の
系
譜
を
名
乗
っ
て
い
た。
「イ
ブ
ン・
ハルドゥーン自伝１」
、四九頁参照。
（
47）「息
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
は
詩
作
を
妨
げ
る」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
下
敷
き
に、
死
に
直
面
し
て
い
る
人
は、
優
れ
た
文
章
に
必
須
で
あ
る
押
韻
を
考
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
解
釈
で
あ
る。
（
48）
星
と
訳
出
し
た
ghurar （単
数
形
ghurra ）
は、
馬
の
額
に
見
ら
れ
る
白
い
毛
の
こ
と。
粕
毛
（か
す
げ）
の
馬
と
訳
出
し
た
shiyāt （単
数
形
shiya ）
は、
白
毛
と
原
毛
色
が
混
在
し
て
い
る
馬
を
表
す。
馬
の
部
位
や
特
徴
に
つ
い
て
は
Ｊ
ＲＡ
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
走
馬
総
合
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ参照
（
http://w
w
w
.jra.go.jp/ および
 http://w
w
w
.equinst.go.jp/ ）。
（
49）『ク
ル
ア
ー
ン』
第
三
章
第
一
七
三
節
の
一
部「い
や
ア
ッ
ラ
ー
さ
え
あ
れ
ば
俺
た
ち
は
大
丈
夫。
あ
ん
な
立
派
な
保
護
者
が
ど
こ
に
あ
る」
（日
本
語
訳
は
井
筒
訳『コ
ー
ラ
ン』
上
巻、
一〇一頁）
。
（
50）
Ḥ
iṣn Ā
shir （現
Iznájar ）. グラナダから北西へ流れるヘニル川沿いの町。ナスル朝と
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
と
の
境
界
地
域
に
位
置
す
る
戦
略
上
の
要
地
で、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブによれば「辺境の錠前
（
qufl
 al-thaghr ）」。ムハンマド五世が内紛でグラナダから
追
放
さ
れ
て
い
る
間
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
奪
わ
れ
て
い
た。
し
か
し、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
内
で
内
戦
が
勃
発
し
国
王
ペ
ド
ロ
一
世
が
亡
命
し
た
の
に
乗
じ
て、
ナ
ス
ル
朝
が
七
六
七
年
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
／
一
三
六
六
年
五
月
の
攻
撃
で
奪
回
し
た
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, p. 
82; A
ḥm
ad M
ujtār al-‘A
bbādī, E
l R
eino de G
ranada en la época de M
uḥam
m
ad V, M
a-
drid, 1973, p. 51 ）。ここで記されている一連の軍事行動は、いずれも
ペドロ一世と
そ
の
庶
兄
エ
ン
リ
ケ
と
の
間
に
戦
わ
れ
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
の
内
戦
に
ナ
ス
ル
朝
が
介
入
し
た
も
の
で
あ
る。
cf. al-‘A
bbādī, E
l R
eino de G
ranada en la época de M
uḥam
m
ad V, 
pp. 62-89.
（
51）
B
urguh （現
E
l B
urgo ）. マ
ラ
ガ
と
ロ
ン
ダ
を
結
ぶ
途
上
の
町。
イ
ス
ナ
ハ
ル
同
様、
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
が
追
放
さ
れ
て
い
る
間
に、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
奪
わ
れ
て
い
た。
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
よ
れ
ば、
異
教
徒
の
手
に
落
ち
た
こ
と
で
マ
ラ
ガ
と
ロ
ン
ダ
の
間
の
連
絡
が
で
き
な
く
な
り
人
々
は
困
っ
て
い
た
が、
七
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
半
ば
／
一
三
六
六
年
四
月
に
ナスル朝が奪回した
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, p. 78 ）。
（
52）
W
abdha. 校
訂
者
が
記
し
て
い
る
よ
う
に、
イ
ベ
リ
ア
半
島
中
部
の
町
ウ
エ
テ
H
uete に
あ
た
る
ア
ラ
ビ
ア
語
地
名
で
あ
る。
し
か
し、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
に
比
べ
る
と
ウ
エ
テ
は
は
る
か
に
北
に
位
置
し
て
お
り、
ナ
ス
ル
朝
の
攻
略
対
象
に
な
っ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い。
同
名
の
別
の
町
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
南
部
に
存
在
し
た
か、
あ
る
い
は
写
字
生
の
誤
り
だ
と
思われるが、確かなことは不明である。
（
53）
al-G
hārīn （現
A
lgarinejo ）. プリエゴの南に位置する山岳地帯の
町。
（
54）
B
īghuh （現
Priego de C
órdoba ）. B
āghuh
と
綴
る
こ
と
も
多
い。
グ
ラ
ナ
ダ
と
コ
ル
ド
バ
の
間
に
位
置
す
る
山
岳
地
帯
の
町。
ブ
ル
ゴ
攻
略
に
続
い
て
ナ
ス
ル
朝
が
占
領
し
た
（
Ibn al-
K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, p. 79 ）。
（
55）
Ḥ
iṣn al-S
ahla. 現在のどこにあたるかは不明。イブン・ハティーブによればロハの
谷
間
の
諸
要
塞
の
一
つ
（
m
in ḥuṣūn ḥufrat al-L
uw
ayshīya ）
と
あ
る
の
で、
グ
ラ
ナ
ダ
が
位
置
す
る
ベ
ガ
平
原
の
出
口
ロ
ハ
（
L
oja ）
の
近
辺
に
位
置
す
る
の
だ
ろ
う。
ブ
ル
ゴ
攻
略
の
時
に、そこにいた敵兵も逃亡したという
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, p. 78 ）。
（
56）
U
ṭrīla （現
U
trela ）. セ
ビ
ー
リ
ャ
の
南
郊
に
あ
る
町
で
十
三
世
紀
以
降、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た。
七
六
八
年
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
／
一
三
六
七
年
五
月、
前
年
に
ウ
ト
レ
ー
ラ
に
い
た
ム
ス
リ
ム
捕
虜
が
殺
害
さ
れ
た
た
め、
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
攻
撃
を
受
け
た
（
Ibn 
al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 82-83 ）。
（
57）
Jayyān （現
Jaén ）. グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
中
流
域
の
都
市。
か
つ
て
は
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ム
ス
リ
ム
の
主
要
都
市
の
一
つ
で、
初
期
の
ナ
ス
ル
朝
も
こ
こ
に
都
を
お
い
た
が、
一
二
四
六
年
に
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
た。
七
六
九
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
／
一
三
六
七
年
九
月、
ナ
ス
ル
朝
軍
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
た
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 83-84 ）。
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
が
キ
プ
ロ
ス
島
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
た
こ
と
の
復
讐
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
が、
む
し
ろ
こ
の
年
の
春
に
亡
命
生
活
を
終
え
て
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
戻
っ
て
き
た
ペ
ド
ロ
一
世
を
支
援
す
る
軍
事
行
動
で
あ
ろ
う。
cf. 
al-Ta‘rīf, p. 192; al-‘A
bbādī, E
l R
eino de G
ranada en la época de M
uḥam
m
ad V, p. 74.
（
58）
U
bbada （現
Ú
beda ）. ハ
エ
ン
の
北
東
に
位
置
す
る
都
市。
ハ
エ
ン
攻
略
後
ま
も
な
く、
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
は
再
び
軍
を
率
い
て
グ
ラ
ナ
ダ
を
出
発
し、
同
年
ラ
ビ
ー
ウ・
ア
ウ
ワ
ル
月
／
一〇月、ウベダを攻略した。
（
59）
イブン・ハルドゥーンと不仲であったマリーン朝のワズィール。一三六七年にマリ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４」
、
七
六
頁
お
よ
び「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
六
五
頁、
註
八
三
参
照。
（
60）
shaykh al-ghuzāt. 「信
仰
戦
士
の
長」
。
ナ
ス
ル
朝
の
軍
事
力
の
中
核
を
担
う
マ
グ
リ
ブ
出
身
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の
ベ
ル
ベ
ル
系
部
族
集
団
の
指
揮
官
の
こ
と。
多
く
の
場
合、
ラ
ッ
フ
ー
家
や
ア
ブ
ー・
ア
ル
＝
ウ
ラ
ー
家
の
よ
う
な、
内
紛
に
敗
れ
て
グ
ラ
ナ
ダ
に
亡
命
し
て
き
た
マ
リ
ー
ン
朝
の
王
族
が
任
命
さ
れ
た。
強
大
な
軍
事
力
を
持
つ
彼
ら
は、
ナ
ス
ル
朝
の
防
衛
に
不
可
欠
で
あ
る
一
方
で、
内
政
面
で
の
不
安
定
要
因
と
も
な
っ
た
（
M
iguel Á
ngel M
anzano R
odríguez, L
a inter-
vención de los B
enim
erines en la península ibérica, M
adrid: C
S
IC
, 1992, pp. 319-371 ）。
（
61）
A
bū al-Ḥ
asan ‘A
lī ibn B
adr al-D
īn （一
三
六
七
年
没）
。
グ
ラ
ナ
ダ
で
多
く
の
シ
ャ
イ
フ・
ア
ル
＝
グ
ザ
ー
ト
を
出
し
た
ラ
ッ
フ
ー
家
の
一
員。
一
三
六
五
年
に
こ
の
職
に
任
じ
ら
れ
た
が、
ま
も
な
く
没
し
た
（
M
iguel Á
ngel M
anzano R
odríguez, L
a intervención de los B
en-
im
erines, pp. 361-362 ）。
（
62）
マリーン朝の王族。
「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六六頁、註九〇参照。彼が
グ
ラ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
の
は
七
六
七
年
初
頭
／
一
三
六
五
年
秋
の
こ
と
で、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
グ
ラ
ナ
ダ
を
離
れ
た
七
六
六
年
半
ば
／
一
三
六
五
年
初
頭
の
約
半
年
後
の
こ
と
と
なる。
（
63）
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
も
親
し
か
っ
た
マ
リ
ー
ン
朝
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４」
、
九
二
頁、
註
八
二
参
照。
シ
ャ
イ
フ・
ア
ル
＝
グ
ザ
ー
ト
に
任
じ
ら
れ
たアブドゥッラフマーン・イブン・アリーと共に グラナダに渡ってきた。
（
64）
不詳。マスウード・イブン・ラッフーと同様に、マリーン朝からグラナダに亡命した人物であろう。
（
65）
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
ペ
ド
ロ
一
世
の
こ
と。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
七
〇
頁、
註
一
四
八。
一
三
六
六
年
に
庶
兄
エ
ン
リ
ケ
が
即
位
を
宣
言
し
た
た
め、
一
度
は
国
外
に
亡
命
し
た
が、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
エ
ド
ワ
ー
ド
黒
太
子
の
援
軍
を
得
て
翌
一
三
六
七
年
四
月
の
ナ
ヘ
ラの戦いでエンリケを破り、帰還していた。
（
66）
後
の
エ
ン
リ
ケ
二
世
（在
位
一
三
六
九
〜
一
三
七
九
年）
の
こ
と。
ア
ラ
ゴ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
を
得
て
弟
ペ
ド
ロ
一
世
に
対
抗
し、
一
三
六
九
年、
弟
を
殺
害
し
て
単
独
の
王
と
な
っ
た。
（
67）
al-G
hanī bi-A
llāh. ナスル朝君主ムハンマド五世が名乗った君主号。
（
68）
校
訂
者
は、
『ク
ル
ア
ー
ン』
第
一
一
章
第
七
六
節「イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
よ、
も
う
何
も
言
う
な。
主
の
御
命
令
は
既
に
出
て
し
ま
っ
た。
」（日
本
語
訳
は
井
筒
訳『コ
ー
ラ
ン』
中
巻、
一九
頁）
をふまえた箇所であろうと考えている。
（
69）
A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn A
bī Ḥ
ajala al-T
ilim
sānī （一
三
二
五
〜
一
三
七
五
年）
。
ト
レ
ム
セ
ン
出
身
で
カ
イ
ロ
に
移
っ
た
ス
ー
フ
ィ
ー、
詩
人。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
献
上
本
と
は、
愛
を
主
題
と
し
た
詩
集
D
īw
ān al-ṣabāba
の
こ
と
で
あ
る
（
E
ncyclopaedia of Islam
, 
2nd. ed., article on “Ibn A
bī Ḥ
adjala” ）。
（
70）
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
書『高
貴
な
る
愛
の
教
え
の
庭
園
（
R
aw
ḍat al-
ta‘rīf bi al-ḥubb al-sharīf ）』
の
こ
と。
ス
ー
フ
ィ
ー
が
神
と
の
神
秘
体
験
に
至
る
様
子
を、
「愛
の
木」
が
上
へ
上
へ
と
伸
び
て
い
き
最
後
に
果
実
が
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
論
じ
た
著
作。
公
表
当
初
は
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
著
作
だ
が、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
グ
ラ
ナ
ダ
を
出
奔
す
る
と
異
端
（
zandaqa ）
的
な
記
述
が
あ
る
と
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ、
一
三
七
二
年
末
に
は
グ
ラ
ナ
ダ
で
焚
書
が
お
こ
な
わ
れ
た。
ま
も
な
く
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
自
身
も
フ
ェ
ズで投獄され、獄死することになる
（
J. Lirola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, 
A
lm
ería: F
undación Ibn T
ufayl, 2004-2012, tom
o 3, pp. 685-689 ）。
（
71）
T
ārīkh G
harnāṭa. グ
ラ
ナ
ダ
の
地
理・
歴
史・
人
物
に
つ
い
て
記
し
た『グ
ラ
ナ
ダ
の
話
に
ついての包括
（
al-Iḥāṭa fī akhbār G
harnāṭa ）』のことを指す。
「イブン・ハルドゥー
ン
自
伝
３」
、
六
三
頁、
註
五
九
参
照。
こ
の
著
作
を
一
七
世
紀
初
頭
に
カ
イ
ロ
で
実
見
し
た
マ
ッ
カ
リ
ー
が、
こ
の
と
き
の
ワ
ク
フ
設
定
の
文
書
を
引
用
し
て
お
り、
そ
れ
に
よ
れ
ば
ワ
ク
フ
設
定
は
七
六
八
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
二
二
日
／
一
三
六
六
年
九
月
二
八
日
付
け
と
な
っ
て
い
る
（
al-M
aqqarī, N
afḥ al-ṭīb m
in ghuṣn al-A
ndalus al-raṭīb, ed. Iḥsān ‘A
bbās, B
eirut, vol. 7, 
pp. 105-106 ）。
（
72）
K
hānqāh S
a‘īd al-S
u‘adā’. ハーンカーとはスーフィーの修道場のことである。エジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
に
あ
る
サ
イ
ー
ド・
ア
ッ
＝
ス
ア
ダ
ー
修
道
場
は、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
期
の
一
一
七
三
―
四
年、
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（在
位
一
一
六
九
〜
一
一
九
三
年）
に
よ
っ
て
ワ
ク
フ
に
設
定
さ
れ
た。
エ
ジ
プ
ト
初
の
ハ
ー
ン
カ
ー
で、
盛
時
は
三
〇
〇
人
の
ス
ー
フ
ィ
ー
が
宿
泊
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る。
建
物
自
体
の
歴
史
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
期
に
遡
り、
政
府
高
官
等
の
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が、
そ
の
時
点
で
す
で
に「サ
イ
ー
ド・
ア
ッ
＝
ス
ア
ダ
ー」
の
名
称
が
つ
い
て
い
た。
こ
れ
は、
カ
リ
フ・
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
（在
位
一
〇
三
六
〜
一
〇
九
四
年）
の
宮
殿
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
カ
ン
バ
ル
（ア
ン
バ
ル）
師
の
も
つ「サ
イ
ー
ド・
ア
ッ
＝
ス
ア
ダ
ー」
と
い
う
尊
称
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
al-M
aqrīzī, K
itāb al-
m
aw
ā‘iẓ w
a al-i‘tibār bi-dhikr al-khiṭaṭ w
a al-āthār, B
eirut, vol. 2, pp. 415-416 ）。
（
73）『ク
ル
ア
ー
ン』
第
一
二
章
第
三
〇
節
（日
本
語
訳
は
井
筒
訳『コ
ー
ラ
ン』
中
巻、
三
二
頁）
の
一
部「殿
様
の
奥
方」
を
ふ
ま
え
て、
神
を
愛
す
る
信
徒
た
ち
に
と
っ
て
は、
ヨ
セ
フ
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
た「殿
様
の
奥
方」
の
存
在
そ
れ
自
体
が、
誘
惑
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
ヨ
セ
フの品格と神の偉大さを逆説的に証明するのに十分であると述べている。
（
74）
al-G
hayra ‘alā ahl al-ḥayra
および
Ḥ
am
al al-jum
hūr ‘alā al-sanan al-m
ashhūr 。いずれ
も、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
自
著
の
中
で
書
名
を
挙
げ
て
い
る
が、
散
逸
し
て
お
り
内
容
は
不
明
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 4, p. 459; L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, 
tom
o 3, p. 672 ）。
（
75）
Ikhtiṣār K
itāb al-T
āj li al-Jaw
harī. 『王
冠』
と
は、
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
ジ
ャ
ウ
ハ
リ
ー
（一一世紀初没）
による著名なアラビア語辞典『言葉の王冠とアラビア語の正用法
（
T
āj al-lugha w
a ṣiḥāḥ al-‘arabīya ）』のこと。イブン・ハティーブによる簡約版は、
この書簡以外では言及されておらず、完成しなかった可能性もある
（
Lirola D
elga-
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do ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 674-675; 「ジャウハリー」
『岩波イスラー
ム辞典』
）。
（
76）
lā ḥaw
la w
a-lā qūw
a illā bi-A
llah. ḥaw
l 、
qūw
a と
も
に「力」
を
意
味
す
る
が、
前
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
変
化、
動
き
を
生
ぜ
し
め
る、
ベ
ク
ト
ル
発
生
の
力
で
あ
り
（
Lane, 
A
rabic-E
nglish L
exicon, article on “ḥaw
l” ）、後者の何ごとかをなすのに必要である、
全
般
的
な
意
味
で
の
力
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
少
し
異
な
る。
な
お、
牧
野
信
也
訳『ハ
デ
ィ
ー
ス』
で
は
こ
の
文
言
を「ア
ッ
ラ
ー
の
も
と
に
の
み
力
は
あ
る」
（「夜
の
礼
拝」
1:1 ）「ア
ッ
ラ
ー
の
ほ
か
に
力
な
し」
（「ア
ザ
ー
ン」
7:3 ）
等、
「力」
と
の
み
訳
し
て
い
る
の
で、
本
文
でもこの通り訳した。
　　　
bi-A
llāh
は「神
に
よ
っ
て」
「神
の
も
と
で」
の
二
通
り
の
訳
が
辞
書
中
に
も
併
記
さ
れ
て
おり、どちらにも解釈できるが、ここでは「神によって」の訳を採用した。
（
77）
S
ayyidī は、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
対
し
て
の
場
合
は「閣
下」
、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ンに対しては「貴兄」と訳した。
（
78）
al-S
ayyid al-S
harīf. イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
共
通
の
知
人
で
あ
っ
た
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ド・
シ
ャ
リ
ー
フ・
ハ
サ
ニ
ー
の
こ
と。
当
時
は
ま
だ
存
命
で、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
の
手
厚
い
庇
護
を
受
け
て
ト
レ
ム
セ
ン
に
滞
在
し
て
い
た。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝」
４、
九一頁、註五四参照。
（
79）『ク
ル
ア
ー
ン』
第
三
三
章
第
一
〇
節
（日
本
語
訳
は
井
筒
訳『コ
ー
ラ
ン』
中
巻、
二
八
八
頁）
の「心
臓
は
喉
も
と
ま
で
上
が
っ
て
来
る」
を
引
用
し
て
い
る。
こ
の
表
現
は
原
典
で
は
恐
怖
を
表
す
も
の
な
の
で、
こ
こ
で
は
会
い
た
さ
見
た
さ
の
思
い
の
強
さ
の
表
現
で
あ
る
と
敢
えて断っている。
（
80）
原
語
で
は
al-m
illa 。
こ
の
語
は
信
仰
や
宗
教
を
意
味
し、
後
年
は
さ
ら
に
信
仰
共
同
体
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd. ed., article on “m
illa” ）。
（
81）『ク
ル
ア
ー
ン』
第
七
章
第
一
八
八
節
（日
本
語
訳
は
井
筒
訳『コ
ー
ラ
ン』
上
巻、
二
三
三
頁）
。
（
82）
一三六六年にハフス家のアブー・アブドゥッラーが戦死した結果、イブン・ハルド
ゥ
ー
ン
が
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
明
け
渡
し
て
ビ
ス
ク
ラ
の
ア
フ
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー
の
保
護
下
に
入
っ
た
一
件
を
指
す。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４」
、
八八頁参照。
（
83）
ようやく有卦に入って恵まれてきたが、神の計らいを思って自重するということを述べている。
（
84）
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
二
世
の
こ
と。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
六二頁、註四二参照。
（
85）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、五四頁、註一三九参照。
（
86）
一
三
六
四
年
に
長
い
間
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
が
没
し、
ア
ブー・イスハーク二世が親政を開始したことをさす。
（
87）
原文は
al-m
aghrib al-aqṣā w
a al-adnā で、
「遠くと近くのマグリブ」の意。イフリー
キヤから奥マグリブまで、マグリブ全土ということであろう。
（
88）
Y
albughā ibn ʻA
bd A
llāh al-K
hāsakī. 『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』
に
お
い
て
は
バ
イ
ブ
カ
ー・
ハ
ー
サ
キ
ー（
B
aybuqā al-K
hāṣakī ）
と
表
記
さ
れ
て
い
る。
ヤ
ル
ブ
ガ
ー
は
バ
フ
リ
ー・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
第
二
四
代
ス
ル
タ
ー
ン・
ハ
サ
ン
（在
位
一
三
四
七
〜
一
三
五
一
年、
一
三
五
四
〜
一
三
六
一
年）
の
ハ
ー
サ
キ
ー（ス
ル
タ
ー
ン
個
人
の
マ
ム
ル
ー
ク
で
あ
る
ア
ジ
ュ
ラ
ー
ブ
か
ら
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
者
た
ち）
で
あ
っ
た
が、
ス
ル
タ
ー
ン・
ハ
サ
ン
の
殺
害
後
は
第
二
五
代
ス
ル
タ
ー
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド
（在
位
一
三
六
一
〜
一
三
六
三
年）
を
立
て、
実
権を握った
（
al-ʻIbar, vol. 5, pp.452-453 ）。
（
89）
A
sandam
ur al-D
aw
ādār （一
三
六
八
年
没）
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン・
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
二
世
（在
位
一
三
六
三
〜
一
三
七
七
年）
の
治
世
に
お
け
る
大
ア
ミ
ー
ル。
彼
は、
ヤ
ル
ブ
ガ
ー・
ハ
ー
サ
キ
ー
の
ダ
ワ
ー
ダ
ー
ル
（マ
ム
ル
ー
ク
朝
に
お
い
て
ス
ル
タ
ー
ン
や
ア
ミ
ー
ル
の書状や布告の起草の手配等を行っていた役職）
だったが、主人に対して蜂起し、
そ
の
殺
害
後
に
国
の
実
権
を
掌
握
し
た。
ア
ジ
ュ
ラ
ー
ブ
（ス
ル
タ
ー
ン
個
人
の
兵
と
し
て
購
入
さ
れ
た
マ
ム
ル
ー
ク
の
隊）
の
内
乱
が
勃
発
し
た
折、
ア
ジ
ュ
ラ
ー
ブ
側
に
つ
い
た
ア
サ
ン
ダ
ム
ル
は
敗
れ、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
投
獄
さ
れ
た
後、
七
六
九
年
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
／
一
三
六
八
年
四
月
下
旬
〜
五
月
上
旬
に
獄
死
し
た
（
Ibn Ḥ
ajar al-ʻA
sqalānī, al-D
urar al-
kām
ina fī aʻyān al-m
iʼa al-thām
ina, B
eirut: D
ār al-K
utub al-ʻIlm
īya, vol. 1, p. 225 ; 
D
ahm
ān, M
uʻjam
 al-alfāẓ al-tārīkhīya fī al-ʻaṣr al-M
am
lūkī, B
eirut: D
ār al-F
ikr al-
M
uʻāṣir, pp. 12, 77 ）。
（
90）
原
文
は
nuktat al-duw
al 。
nukta と
は
こ
こ
で
は
白
地
に
お
か
れ
た
黒
点
の
よ
う
に
目
立
つ
も
ののこと。
 
（
91）
am
īr al-m
uslim
īn. 一
一
世
紀
末
の
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
期
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
マ
グ
リ
ブ
お
よ
び
ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
け
る
君
主
の
称
号。
ナ
ス
ル
朝
も
こ
の
称
号
を
用
い
た。
カ
リ
フ
が
用
い
る
「信
徒
た
ち
の
長
am
īr al-m
u’m
inīn 」
と
ほ
ぼ
同
じ
語
義
だ
が、
よ
り
格
下
の
称
号
と
位
置
づ
け
ら
れ
る。
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
の
宗
主
権
を
認
め
て
い
た
た
め
自
ら
カ
リ
フ
を
名
乗
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が、
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
や
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
と
い
っ
た
前
の
時
代
の
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
の
カ
リ
フ
政
権
に
匹
敵
す
る
称
号
と
し
て、
こ
の
表
現
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
エ
ジ
プ
ト
国
立
図
書
館
所
蔵
写
本
（
Ṭ
al‘at, ta’rīkh 2106 ）
で
は、では
am
īr al-m
uʾm
inīn
となっている。
（
92）
イブン・ハティーブの書簡集には、ナスル朝によるアルヘシラス攻略について報告
す
る
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
墓
廟
宛
て
の
七
七
一
年
ラ
ビ
ー
ウ・
ア
ウ
ワ
ル
月
末
／
一
三
六
九
年
一
〇
―
一
一
月
の
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
Ibn al-K
haṭīb, R
ayḥānat al-kuttāb 
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w
a-nuj‘at al-m
untāb, ed. M
uḥam
m
ad ‘A
bd A
llāh ‘Inān, 2 vols., C
airo: M
aktabat al-
K
hānjī, 1980-81, vol. 1, pp. 203-205 ）。これは、本文で引用されているイブン・ハル
ド
ゥ
ー
ン
宛
書
簡
の
直
前
の
日
付
な
の
で、
こ
こ
で
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
言
及
し
て
い
る
の
は
こ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
廟
宛
書
簡
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
校
訂
註
に
よ
れ
ば、
当
時
の
慣
行
に、
一
般
に
は
各
地
の
諸
王
に、
ま
た
聖
都
に
は
特
に
使
者
を
派
遣
し
て、
毎
年、
ま
た
各
政
権
で
の征服活動及び領土拡張の報告を行うことがあった。
（
93）
後述 ように、イブン・ハティーブはこの書簡とともに彼の近著である『存在の枷
の
中
に
実
在
す
る
恩
寵
の
下
賜
を
希
う
こ
と』
『高
貴
な
る
愛
の
教
え
の
庭
園』
な
ど
を
イ
ブン・ハルドゥーンに送っていた。これらの著作を指している
（
94）
akhaṣṣ bi-al-ṣād 「
akhaṣṣ 何
よ
り」
で
あ
っ
て「
akhuss 私
は
そ
れ
を
低
く
思
っ
て
い
る」
で
は
な
い
と
強
調
す
る
た
め
に、
動
詞
の
第
二
・
三
語
根
が
ス
ィ
ー
ン
で
は
な
く
サ
ー
ド
で
あ
ると念押ししたものと思われる。
（
95）
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
医
学
は、
四
元
素
（空
気、
火、
土、
水）
・
四
性
質
（熱、
冷、
乾、
湿）
・
四
体
液
（血
液、
粘
液
、
黄
胆
汁、
黒
胆
汁）
の
概
念
を
理
論
の
基
礎
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
医
学
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
（片
倉
も
と
こ
他
編『イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
事
典』
東
京：
明
石
書
店、
八
五
―
九
〇
頁）
、
病
気
は
こ
れ
ら
の
体
液
の
調
和
が
乱
れ
た
状
態
と
認
識
されていた。
（
96）
原
文
で
は
m
udākhala 。
仏
訳
者
は
こ
れ
を「親
密
さ
intim
ité 」
と
訳
し
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
て
い
る。
あ
ま
り
の
関
係
の
深
さ
が、
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
と
っ
て
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
ろ
う
（
A
utobiographie, 
p. 122 ）。
（
97）
Istinzāl al-luṭf al-m
aw
jūd fī asr al-w
ujūd. イブン・ハティーブによるスーフィズムの
書。彼の書簡集 中に一部分が残されてい だけで、散逸している
（
J. Lirola D
el-
gado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 675-676; Ibn al-K
haṭīb, R
ayḥānat al-
kuttāb, vol. 1, pp. 52-53 ）。
（
98）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn ‘A
lī ibn G
hālib al-L
akhm
ī al-Shaqūrī （
七
二
七
／
一
三
二
六
―
七
年
生
ま
れ）
。
グ
ラ
ナ
ダ
の
医
師、
ス
ー
フ
ィ
ー。
ナ
ス
ル
朝
君
主
の
病
を
治
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て、
宮
廷
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た。
著
作
に
Tuḥfat al-m
utaw
assil fī 
ṣinā‘at al-ṭibb
が
あ
る
（
al-Iḥāṭa, vol. 3, pp. 177-179; M
uḥam
m
ad al-‘A
rabī al-K
haṭṭābī, 
al-Ṭ
ibb w
a al-aṭibbā’ fī al-A
ndalus al-Islām
īya. D
irāsa w
a-tarājim
 w
a-nuṣūṣ, B
eirut: D
ār 
al-G
harb al-Islām
ī, 1988, vol. 2, pp. 239-243; J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
n-
dalus, tom
o 7, pp. 302-305 ）。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は『自
伝』
の
中
に
引
用
し
て
い
る
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
宛
書
簡
の
中
で、
ト
レ
ム
セ
ン
に
い
る
彼
の
名
を
引
き
合
い
に
出
し
て、
自
ら
の
誠
実
さ
を
主
張
し
て
い
る。
二
人
の
共
通
の
友
人
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
al-
Ta‘rīf, pp. 141-142 ）。
（
99）
T
īṭarī. 中
央
マ
グ
リ
ブ
の
山
地。
一
一
世
紀
に
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
の
ズ
ィ
ー
リ
ー
朝
が
中
央
マ
グ
リ
ブ
支
配
の
た
め
に
建
設
し
た
都
市
ア
シ
ー
ル
は
こ
の
山
に
位
置
す
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
時
代
に
は
ズ
グ
バ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
フ
サ
イ
ン
族
や
マ
ア
キ
ル
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民のサアラブ族が居住していた
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 43, 64 ）。
（
100）
‘U
thm
ān ibn Y
ūsuf kabīr aw
lād S
ibā‘ ibn Y
aḥyā. ス
ィ
バ
ー
ウ・
イ
ブ
ン・
ヤ
フ
ヤ
ー
族
は、
ム
ハ
ン
マ
ド
族
と
並
ぶ
リ
ヤ
ー
フ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の
有
力
一
族。
そ
の
指
導
者
ウ
ス
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ
は、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
イ
フリーキヤ遠征に協力していたことが知られる
（
al-‘Ibar, vol. 7, p. 298 ）。
（
101）
al-Q
aṭfā. 一
九
世
紀
に『イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝』
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
た
D
e 
Slane は、
E
l-G
uetfa と
綴
り、
テ
ィ
ー
タ
リ
ー
山
の
南
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
と
記
し
て
い
る
（
M
. D
e Slane tr., L
es P
rolégom
ènes d'Ibn K
haldoun traduits en français et 
com
m
entés, Paris, 1863, vol. 1, p, LIII ）。
（
102）
Tall. 丘陵を表すこの語
は、マグリブにおいては砂漠
（
ṣaḥrāʼ ）
と対比的に用いられ
る。
マ
グ
リ
ブ、
と
り
わ
け
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
や
中
央
マ
グ
リ
ブ
は
北
の
地
中
海
沿
岸
ま
で
ア
ト
ラ
ス
山
脈
の
丘
陵
地
帯
が
迫
っ
て
お
り
大
規
模
な
平
野
は
少
な
い
が、
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
異
な
り、
天
水
農
業
が
可
能
な
ほ
ど
の
降
水
量
が
あ
り
豊
か
な
農
業
地
帯
で
あ
る
（
E
ncyclopaedia 
of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “Tall” ）。
こ
こ
で
は、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
や
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
が
ザ
ー
ブ
地
方
か
ら
サ
ハ
ラ
砂
漠
経
由
の
南
回
り
で
進
軍
す
る
の
に
対
し
て、
ス
ル
タ
ー
ン
の
本
隊
は
丘
陵
地
帯
を
経
由
し
て
北
回
り
で
進
軍
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る。
な
お、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は『歴
史
序
説』
の
中
で、
豊
か
な
農
産
物
が
手
に
入
る
丘
陵
地
帯
と、
貧
し
い
砂
漠
地
帯
と
を
対
比
的
に
と
ら
え、
そ
の
相
違
が
人
間
の
体
格
や
気
質にも影響を与える様を論じている
（『歴史序説』第一巻、二三二―二三四頁）
。
（
103）
al-M
asīla. ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
南、
ビ
ス
ク
ラ
の
北
西
に
位
置
す
る
都
市。
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
に
よ
っ
て
九
二
七
年
に
建
設
さ
れ
た。
ザ
ー
ブ
地
方
か
ら
ア
ト
ラ
ス
山
脈
を
越
え
て
地
中
海
方
面
へ
出
る
途
上
に
位
置
す
る
（
al-Ḥ
im
yarī, al-R
aw
ḍ al-m
i‘ṭār fī khabar al-aqṭār, ed. Iḥsān 
‘A
bbās, B
eirut: L
ibrarie du L
iban, 1975, p. 558; Y
āqūt, M
uʻjam
 al-buldān, vol. 5, p. 
130 ）。
（
104）
K
hālid ibn ‘Ā
m
ir （一
三
七
六
年
没）
。
ズ
グ
バ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ア
ー
ミ
ル
族
を
代
々
率
い
て
き
た
家
系
の
出
身。
中
央
マ
グ
リ
ブ
に
お
い
て、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー、
そ
の
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン、
マ
リ
ー
ン
朝
な
ど
に
そ
の
軍
事
力
を
提
供
し
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 54; vol. 7, pp. 130-138 ）。
（
105）
A
w
lād ‘A
rīf. ズ
グ
バ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ス
ワ
イ
ド
族
の
有
力
家
族。
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
件
の
際
に
は、
ス
ワ
イ
ド
族
の
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
フ
が、
ア
ー
ミ
ル
族
の
ハ
ー
リ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ー
ミ
ル
と
協
力
し
て
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
に
敵
対
し
て
い
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 46-48; vol. 7, pp. 130-131 ）。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
も
縁
の
深
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い
一
族
で、
『歴
史
序
説』
の
執
筆
は
彼
ら
の
城
砦
イ
ブ
ン・
サ
ラ
ー
マ
城
に
滞
在
中
の
こ
と
である。
（
106）
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
バ
カ
ー・
ハ
ー
リ
ド
二
世
の
こ
と。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝３」
、七一頁、註一五六参照。
（
107）
m
uṣallā. 字
義
通
り
に
は
礼
拝
を
行
う
場
所
で、
祭
礼
な
ど
で
特
別
な
礼
拝
を
行
う
場
を
意
味
し、モスク前の広場や都市の城壁外など野外に設けられることが多い。
（
108）
‘Ā
m
ir ibn M
uḥam
m
ad al-H
intātī （一
三
七
〇
年
没）
。
奥
マ
グ
リ
ブ
の
ア
ト
ラ
ス
山
脈
西
部
を
拠
点
と
す
る
ベ
ル
ベ
ル
系
ヒ
ン
タ
ー
タ
族
の
有
力
者。
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
死
後、
フ
ェ
ズ
の
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
に
反
抗
し
事
実
上
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
た。
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 318-319, 321, 325-326 ）。「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六四
頁、註七三参照。
（
109）
T
āzā. フ
ェ
ズ
の
東
方
に
位
置
す
る
都
市。
南
の
ア
ト
ラ
ス
山
脈
と
北
の
リ
ー
フ
山
地
の
間
を
抜
け
る
道
の
途
上
に
あ
り、
古
く
か
ら
奥
マ
グ
リ
ブ
と
中
央
マ
グ
リ
ブ
と
を
結
ぶ
要
衝
で
あ
っ
た。マリーン朝時代には、トレムセン攻略の拠点とされた
。
（
110）
イブン・ハルドゥーンが、マリーン朝の実力者ウマル・イブン・アブドゥッラーと
の
関
係
悪
化
に
よ
り
フ
ェ
ズ
を
離
れ
て
ナ
ス
ル
朝
の
グ
ラ
ナ
ダ
へ
移
っ
た
こ
と
を
指
す。
「イブン・ハルドゥーン自伝４」
、七六―七八頁参照。
（
111）
W
anazm
ār ibn ʻA
rīf. ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ス
ワ
イ
ド
族
の
有
力
者。
父
ア
リ
ー
フ
と
と
も
に
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
（ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の
父）
の
中
央
マ
グ
リ
ブ
経
営
に
協
力
し
た。
そ
れ
以
来
半
世
紀
に
わ
た
っ
て、
マ
リ
ー
ン
朝
と
友
好
関
係
を
保
ち
続
け、
中
央
マ
グ
リ
ブ
と
奥
マ
グ
リ
ブ
の
境
界
地
帯
で
あ
る
ム
ル
ウ
ィ
ー
ヤ
川
流
域
を
拠
点
と
し
て
い
た。
一
三
八
七
年
の
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
よ
る
二
度
目
の
マ
リ
ー
ン
朝
王
位
獲
得
に
も
協
力
し
て
い
る
が、
年
齢
的
に
は
こ
の
後
ま
も
な
く
没
し
た
と
思
わ
れ
る
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 
46-47; vol. 7, pp. 126-127, 133-136, 328-330 ）。
本
文
に
も
あ
る
通
り、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
親
し
く、
こ
の
後
の
フ
ェ
ズ
移
住
や
そ
れ
に
続
く
グ
ラ
ナ
ダ
移
住
に
関
わ
る
ほ
か、イブン・ハティーブの助命嘆願にも協力している
（
al-Ta‘rīf, pp. 216, 222, 225-
227 ）。
（
112）
ʻU
m
ar ibn M
asʻūd ibn M
andīl ibn Ḥ
um
ām
a. マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
に
仕
え
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
が
実
権
を
掌
握
す
る
と、
マ
リ
ー
ン
族
の
軍隊を委ねられた
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 323, 330-331 ）。
（
113）
アブー・マドヤンはマグリ で大きな尊崇を受ける一二世紀のスーフィー。トレム
セ
ン
郊
外
の
ウ
ッ
バ
ー
ド
に
そ
の
墓
廟
が
あ
る。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
六七頁、註一一八参照。
（
114）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六五頁、註八六参照。
（
115）
al-M
a‘qil. ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
一
派。
大
西
洋
沿
岸
の
ス
ー
ス
地
方
か
ら
タ
ー
フ
ィ
ラ
ル
ト
地
方
や
ム
ル
ウ
ィ
ー
ヤ
川
流
域
に
か
け
て
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
西
部
に
居
住
し
て
い
た。
マ
リ
ー
ン
朝
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
が、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
が
ト
レ
ム
セ
ン
を
回
復
し
た
の
を
き
っ
か
け
に、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
に
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た。
こ
の
マ
ア
キ
ル
族
の
帰
属
を
め
ぐ
る
い
さ
か
い
も、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の
ト
レ
ム
セ
ン征服の一因となった
（
al-‘Ibar, vol, 6, p. 58; vol. 7, p. 389 ）。
（
116）
一
般
に
は、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
で
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
（第
一
月）
一
〇
日
を
さ
す。
マ
グ
リ
ブ
の
慣
例
で
は、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
が
ʿāshūr と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る。
預
言
者
の
時
代
に、
ユ
ダ
ヤ
教
の
ヨ
ー
ム・
キ
ッ
プ
ー
ル
に
相
当
す
る
斎
戒
の
日
と
定
め
ら
れ
た
が、
義
務
的
な
断
食
月
は
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
と
さ
れ
る
と、
自
発
的
に
断
食
を
行
う
特
別
な
日
と
位
置
づ
け
ら
れ
た。
し
か
し、
マ
グ
リ
ブ
に
お
い
て
は
次
第
に
贈
り
物
を
か
わ
し
た
り、
大
騒
ぎ
を
し
た
り
す
る
祝
祭
的
な
日
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た。
な
お
同
じ
日
で
も、
十
二
イ
マ
ー
ム・
シ
ー
ア
派
に
と
っ
て
は、
第
三代
イマ
ー
ム・
フサ
イ
ンの
殉
教の
日と
し
て理
解さ
れ
てい
る。
cf. E
ncyclopae-
dia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “ʿāshūrāʾ”.
（
117）
アラブ遊牧民スワイド族のムハンマド・イブン・アリーフは兄弟アブー・バクルと
と
も
に
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
に
反
抗
し、
そ
の
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
に
従
っ
て
い
た。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
一
旦
は
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
に
忠
誠
を
誓
い、
兄
弟
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
も
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
を
約
束
す
る
が、
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
に
不
興
を
買
い、
投
獄
さ
れ
た。
こ
れ
に
怒
っ
た
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
が
働
き
か
け
た
こ
と
も、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
に
よ
る
ト
レ
ム
セ
ン
征
服
の
一
因
と
な
っ
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 131-133 ）。
（
118）
F
araḥ ibn ‘Īsā ibn ‘A
rīf. 息子ファラフ、父イーサー共に不詳。
（
119）
A
w
lād Y
aḥyā ibn ‘A
lī ibn S
ibā‘. リ
ヤ
ー
フ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
に
属
す
る
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の
一派
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 34 ）。
（
120）
al-D
aw
san. ビ
ス
ク
ラ
の
南
西
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ザ
ー
ブ
地
方
の
村。
ザ
ー
ブ
地
方
の
西
端と見なされていた
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 133 ）。
（
121）
M
ṣāb. ガ
ル
ダ
ー
ヤ
は
じ
め
複
数
の
オ
ア
シ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
る
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
一
地
方。
辺
境
に
位
置
す
る
た
め
多
く
の
亡
命
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ、
一
一
世
紀
以
降、
現
在
に
至
る
ま
で
ハ
ワ
ー
リ
ジ
ュ
派
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
（
E
ncyclopaedia of 
Islam
, 2nd ed., A
rticle on “M
zāb” ）。
（
122）
校
訂
は
al-ʿayha と
あ
る
が、
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
や
そ
の
他
写
本
よ
り、
al-hayʻa と
読
ん
だ。
（
123）
A
bū D
īnār ibn ‘A
lī ibn A
ḥm
ad. リヤーフ族の有力者。このときと同様、マリーン朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
に
も
協
力
し
た
こ
と
が
あ
る
（
al-‘Ibar, vol. 
6, p. 368; vol. 7, p. 330 ）。
（
124）
中
央
マ
グ
リ
ブ
の
シ
ャ
ラ
フ
地
方
を
中
心
に
活
動
す
る
ベ
ル
ベ
ル
系
部
族。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
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ドゥーン自伝２」
、五四頁、註一五五。
（
125）
Ḥ
am
za ibn ‘A
lī ibn R
āshid （一三七二年没）
マグラーワ族の長の家系で、父アリー、
祖
父
ラ
ー
シ
ド
も
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
に
対
し
て
反
抗
を
続
け
た。
ハ
ム
ザ
自
身
は
マ
リ
ー
ン
朝
宮
廷
で
育
て
ら
れ
た
が
そ
の
境
遇
に
不
満
を
抱
い
て
逃
亡
し、
マ
グ
ラ
ー
ワ
族
の
本
拠
地
シ
ャ
ラ
フ
地
方
に
拠
っ
た。
一
三
七
二
年
に
マ
リ
ー
ン
朝
軍
に
捕
わ
れ
て
処
刑
さ
れ
た
（
al-‘Ibar, vol. 
7, pp. 69-70, 330-331 ）。
（
126）
イブン・ハティーブ自身の記述によれば、彼は七七三年ジュマーダー・サーニー月
一
日
／
一
三
七
一
年
一
二
月
一
〇
日、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
渡
っ
て
セ
ウ
タ
に
到
着
し
た。
当
初
は、
か
つ
て
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る
大
西
洋
岸
の
都
市
サ
レ
を
目
指
し
た
が、
グ
ラ
ナ
ダ
に
残
し
た
息
子
か
ら
父
親
の
出
奔
に
よ
り
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
と
の
便
り
が
届
き、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
に
援
助
を
求
め
る
た
め
ト
レ
ム
セ
ン
に
向
か
い、
ラ
ジ
ャ
ブ
月
一
九
日
／
一
三
七
二
年
一
月
二
六
日
に
到
着
し
た
（
Ibn al-K
haṭīb, A
‘m
āl al-a‘lām
 
fī m
an būyi‘a qabla al-iḥtilām
 m
in m
ulūk al-Islām
, ed. É
. L
évi-P
rovençal, B
eirut, 1956, p. 
318; cf. al-‘Ibar, vol. 7, p. 335 ）。
イブン・
ハティーブ出奔の背景には、
主君ムハン
マ
ド
五
世
と
の
関
係
悪
化
に
加
え、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ブ
ン
ナ
ー
ヒ
ー
や
詩
人
イ
ブ
ン・
ザ
ム
ラ
ク
と
い
っ
た
他
の
廷
臣
た
ち
の
中
傷、
隠
遁
を
願
う
彼
自
身
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
的
傾
向
な
ど
が
指摘されている
（
J. Lirola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 654-655 ）。
（
127）「イブン・ハルドゥーン自伝４」
、九五頁、註一二七参照。
（
128）
校
訂
テ
キ
ス
ト
で
は
qadim
a ‘alay-him
ā と
あ
る
が、
校
訂
の
底
本
で
あ
る
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
で
は、
qadim
a ʻalay-hi bi-hā と
あ
る。
前
者
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
た
め、
校
訂
者
の
誤
りと判断して後者を採用した。
